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はじめに

本事業は、自動車リサイクルに関する現状と課題、消費者の責任等を周知することによって、自動車

リサイクルへの積極的参加および環境配慮設計の自動車の購入等、消費者の責任ある行動を促進し、循

環型社会の実現に寄与するべく、3 ヵ年で事業を実施する。一年目は、基礎的な情報収集をおこない、、

誰に、どのような情報をどのような形で提供するべきか検討を行う。二年目は、初年度に実施した調査

結果を踏まえ、啓発ツールの作成をおこなう。三年目は、これまでの成果を踏まえ、ツールを活用した

学習会の開催をおこなう。

このうち、2017 年度は自動車の所有・非所有にかかわらず、一般消費者の自動車リサイクルに関す

る認識等について現状を把握するため、アンケート調査を実施した。なおアンケート調査票の設計・実

施にあたっては、自動車リサイクルシステムの有識者等を招いた学習会の開催、リサイクル事業者の視

察により、自動車リサイクルの現状と課題を把握した。2017 年度事業の結果概要は、以下のとおりで

ある。

（１）自動車リサイクルシステムの有識者を招いた学習会の開催

開催日時：2018 年 1 月 29 日（月）19:00～20:30 
会場： 全国婦人会館 2F 会議室 
講師： 一般社団法人日本自動車工業会 リサイクル廃棄物部会長 嶋村高士氏

テーマ： 自動車リサイクルへのメーカーの対応状況

（２）自動車リサイクル事業者の視察

開催日時：2018 年 4 月 13 日（金）8:50～18:00 
訪問先： 解体業者：有限会社昭和メタル

破砕業者：株式会社 YAMANAKA 
ASR リサイクル施設：群桐エコロ株式会社 

（３）Web による無作為抽出の消費者アンケート、NACS 会員アンケートの実施

実施期間：一般消費者 2018 年 5 月 11 日（金）～14 日（月） 
NACS 会員 2018 年 5 月 12 日（土）～22 日（火） 

回答数： 一般消費者 1,625 サンプル ／ NACS 会員 157 サンプル 

（４）事業実施の効果

＜事業の有効性＞

 学習会及び視察から、資源確保の視点からリサイクルへの関心を高めること、リユース・リビル

ト部品の活用や環境配慮設計の促進には、消費者のニーズや関心の高まりが必要であること等が

確認できた。それらを Web アンケートの質問内容に反映させた。

 アンケート調査による回答数は、統計的に信頼できる規模のデータを得ることができた。

 自動車所有者だけではなく、若年層・非所有者も含めたすべての消費者の持続可能な社会に向け

た自動車リサイクルや資源循環に関する認知度を把握することができた。

＜事業の実現性・継続性および発展性＞

 NACS 会員を対象とする調査では、消費者意識や社会的課題に関心の高い層の認知度を把握する

ことができた。次年度以降の事業展開に際し、NACS 会員など消費者問題専門家が牽引的役割を

担えることが確認できた。

 申請時に記載した、資源循環の視点からのアプローチの必要性、廃車時のリサイクルへの協力、

リユース・リビルト部品の活用や環境配慮設計された自動車の選択等に関する消費者の意識を把

握することができた。



 
 

＜事業の効率性＞ 
 従来の郵送調査では、時間的、費用的な負担に比して、回収率は若年層を中心に低いと指摘され

ているが、Web 調査を採用したためデータクリーニングが可能となり、短期間で効率的に、性年

代別に偏りのない回収を行うことができた。 
 オンラインによるデータ回収の特性を活かして実査終了後すみやかに集計・分析を行うことがで

き、費用対効果が優れていた。 
 

（５）本事業から見出した課題と解決の方向性 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 消費者に、自動車リサイクルに関する情報

が十分に伝えられていない 
 伝えたいことは、自動車リサイクルの目的

や仕組み、現状、循環型社会に向けて消費

者ができること等 
 環境配慮設計から廃棄・処理に至る現状

（現場の声）を、正確に把握する必要があ

る 
 リユース・リビルト部品の積極的利用のた

めには、不安を緩和できる正確な情報提供

が有効 

誰に伝えるか⇒啓発のターゲットはユーザーのみ

ならず、未来の購入者＆利用者（小学生

から同乗者まで） 
何を伝えるか⇒車社会と環境、そして自動車の一生

（製造・販売・使い方・廃棄リサイクル）、

消費者にできること 
どう伝えるか⇒わかりやすく親しみやすい体裁・内

容（web との連動）の啓発ツールを作成

し、支援広報活動を行う。発信場所はカ

ーディーラー等流通ルートへの期待が

大きいため、連携・協力の可能性を探る 

課題 解決の方向性 
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１．助成事業の計画 

 

１．１．本事業を実施するに至った背景 

 

使用済自動車の再資源化等に関する法律（以下、自動車リサイクル法）の公布（2002 年 7 月）から

15 年がたち、有価で処理できない物のリサイクルや、不法投棄車両の撤去等、私達の生活環境の改善

に成果が見えてきている。しかし、資源循環型社会の実現に向けて、自動車の長期使用や中古部品の

活用、環境配慮設計がなされた自動車の選択等、消費者の理解と責任ある行動が伴わないと進まない

重要な課題は積み残されたままである。 
業界による調査では、自動車リサイクル法の認知度は所有者では 8 割に上るといわれている 1。し

かし、自動車を購入しない消費者は、自動車リサイクル法の存在の認知も危ういと思われる。そして

双方ともに移動や運輸等で自動車の恩恵は受けているにも関わらず、自動車リサイクルの仕組みや、

リサイクルの実施状況、今後の自動車の進化に伴う資源循環に関する課題等に関し、十分な情報を得

ておらず関心が持ちにくいという現状がある。 
 

 

１．２．助成事業概要・事業の位置付け 

 

上記のような背景をふまえ、本事業は、自動車の所有・非所有にかかわらず、若年層を含むすべて

の消費者に対し、自動車リサイクルに関する現状と課題、消費者の責任等を周知することによって、

自動車リサイクルへの積極的参加および環境配慮設計の自動車の購入等、消費者の責任ある行動を促

進し、循環型社会の実現に寄与することを目的とする。 
 

 

１． ２－１．事業概要 

（１）3年間の事業概要 

  本事業は、2017～19 年度の 3 年間の事業とする。 
・2017 年度 自動車リサイクルに関する現状と課題を把握し、消費者の認識度調査を実施する 
・2018 年度 2017 年度調査結果を踏まえ、自動車リサイクルの現状と課題解決のために消費者に

期待される行動を検討し、消費者向け自動車リサイクル啓発ツールを制作する 
・2019 年度 2018 年度に作成した自動車リサイクル啓発ツールを活用した普及啓発活動を全国展

開する 
 

2017 年度    2018 年度    2019 年度 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
1 「自動車リサイクルに関する自動車所有者へのアンケート調査結果」自動車リサイクル促進センター

（JARC）：平成 24 年度 84%、平成 26 年度 85％、2017 年度 77%となっている。 

自動車リサイクルの現状と課題 
施策：学習会・視察 

現状の消費者の認識や状態 
施策：消費者の認識度調査 

消費者に期待される行動の

検討と啓発ツールの作成 
施策：業界ヒアリング、

消費者関係団体と

の意見交換会 
啓発ツールの製作 

自動車リサイクル

の普及啓発活動 
施策：他団体と連

携したセ

ミナー等 
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（２）2017 年度事業概要 
2017 年度事業は、まず自動車リサイクルシステムの有識者等を招いた学習会の開催、リサイクル

事業者の視察により、自動車リサイクルの現状と課題を把握する。その知見をもとに、自動車の所

有・非所有にかかわらず、一般消費者の自動車リサイクルに関する認識等について現状を把握する

ため、アンケート調査を実施した。    
 
 
１．２－２．事業実施体制 

・NACS 環境委員会は 14 名で活動する本部組織である。                  
・本プロジェクトは 3 年間の継続事業を想定しており、事業実施体制は「調査チーム」、「冊子作成チ

ーム」、「啓発活動チーム」と経理の 4 チーム体制とし、各チームにはリーダーを配し、事業には委

員会メンバーの 9 名が分担して当たることとした。 
 ・2017年度事業は、学習会・視察に関しては「啓発活動チーム」、消費者アンケート調査は「調査チ

ーム」が実働し、企画・進捗確認等は委員会会議で全体合意のもと、推し進めた。 
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１．２－３．事業計画（工程表） 
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２．事業報告 

 

２.１ 実施手法 

 
自動車の所有・非所有にかかわらず、一般消費者の自動車リサイクルに関する認識等について現状

を把握するため、属性別にアンケート調査を実施した。アンケート調査票の設計・実施にあたっては、

自動車リサイクルシステムの有識者等を招いた学習会およびリサイクル施設の視察を行い、自動車リ

サイクルの現状と課題を把握したうえで調査票作成に取り組んだ。 
 
 

２．１－１ 自動車リサイクルシステムの有識者等を招いた学習会の開催 
 
（１）目的 

 自動車リサイクルの現状と課題および消費者に期待される行動の検討と啓発ツールの作成に向

けて、有識者及び自動車メーカーを招き学習会を開催した。なお、第一回の学習会は事業開始前の実

施となったが、本事業を進める上で重要な取り組みであったため、本事業報告に含めて報告する。 
 
（２）学習会の開催（全二回） 

① 第一回学習会（助成事業対象外） 
開催日時 2017 年 10 月 31 日（火）19:00～20:30 
会場   全国婦人会館 2F 会議室 
講師   慶応義塾大学経済学部教授 細田衛士氏 
テーマ  自動車リサイクル、現状と課題 

 
② 第二回学習会 

開催日時 2018 年 1 月 29 日（月）19:00～20:30 
会場   全国婦人会館 2F 会議室 
講師   一般社団法人日本自動車工業会 リサイクル廃棄物部会長 嶋村高士氏 
テーマ  自動車リサイクルへのメーカーの対応状況 

 
 
２．１－２ リサイクル事業者の視察 
 
（１）目的 

自動車リサイクルについて認識を深め、資源循環型社会の形成に向けて消費者ができることを考

える一助とするため、廃車となった自動車の解体からパーツの再利用、再資源化や ASR のサーマ

ルリサイクルまでの工程を見学し、その業務に従事している方からのお話を伺った。 
なお、実施に際しては、一般社団法人日本自動車工業会・嶋村高士氏および豊通リサイクル株式

会社・五十嵐大貴氏のご協力を得た。 
 
（２）実施概要 

訪問日 2018 年 4 月 13 日（金） 
訪問先 

 会社名 住所 
解体業者 有限会社昭和メタル 埼玉県さいたま市岩槻区古ヶ場 1-7-20 
破砕業者 株式会社 YAMANAKA 栃木県下都賀郡壬生町大字藤井 1095 
ASR リサイクル施設 群桐エコロ株式会社 群馬県太田市新田大町 600-26 
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２．１－３ 一般消費者に向けた自動車リサイクルに関する認識度調査 
 
（１）目的 

一般消費者及び NACS 会員を対象として、自動車リサイクルに関する意識・行動の実態を具体

的に捉え、課題を把握するために、インターネット調査を行った。 
 
（２）アンケート調査票の設計 

 

従来、自動車リサイクルに関する情報は自動車保有者のみが主たるターゲットとして捉えられて

きたが、車の利用形態が所有だけでなくカーサービス等の利用（サービサイジング）も進展してい

ることを踏まえると、自動車リサイクルに関する情報を保有者のみならず利用者全体に伝える必要

がある。また、今後自動車購入時に、女性の意見が反映される傾向が強くなっていくだろうとの調

査結果もある 2。こうした女性を含む同乗者や免許取得前の若者など自動車の非保有者も、将来保

有者になる可能性がある。そのため、自動車を保有していない消費者に対しても普及啓発を行うこ

とが循環型社会の実現に寄与すると考えている。 

従って、調査は、自動車保有者に限らず、各年代の一般消費者を対象とし、自動車保有者のみな

らず非保有者や若年層も設問の意味を正しく理解して回答できるよう調査票を設計した。なお、消

費者問題専門家集団である NACS 会員に対しても、同様の調査票を用いて調査を行うこととした。 

アンケート調査の実査は株式会社インテージリサーチへ依頼した。 
アンケート調査の調査方法、調査対象および回収目標数は以下のとおり。 

 
① 調査方法 

インターネット調査 
② 調査対象と回収目標 

一般：全国・男女 15～69 歳のインターネットモニター（回収目標数：1,500 サンプル） 
   性別、年代及び居住都道府県にて人口構成比に準拠して割当を実施 
NACS 会員：NACS ウェブサイトにて会員への通知・インターネット調査画面経由による

回答依頼（回収目標数：200 サンプル） 
③ アンケート調査委託先 

株式会社インテージリサーチ 
  
（３）Web による無作為抽出の消費者アンケート、NACS 会員アンケート 

 ① 調査名 
  消費者の自動車リサイクルに関する認識度調査 
② 調査実施期間 

一般消費者調査：2018 年 5 月 11 日（金）～14 日（月） 
NACS 会員調査：2018 年 5 月 12 日（土）～22 日（火） 

 ③ 調査回収数 
一般消費者調査：有効回答数／1,625 サンプル 
NACS 会員調査：有効回答数／157 サンプル 

 
（４）アンケート結果の分析と今後に向けた検討 
 

調査委託先より、5 月 15 日以後、速報データの提出を受け、データの読み取り・分析に着手した。

今後の事業展開を検討するために、報告会検討ワーキンググループを委員会内に設置。議論を重ね

た。  
                                                   
2 日本政策投資銀行「DBJ Monthly Overview 2015/6」 
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２．２．実施結果 
 
２．２－１ 自動車リサイクルシステムの有識者等を招いた学習会の開催結果 
 

（１） 第一回（助成事業対象外） 
開催日時 2017 年 10 月 31 日（火）19:00～20:30 
会場   全国婦人会館 2F 会議室 
講師   慶応義塾大学経済学部教授 細田衛士氏 
テーマ  自動車リサイクル、現状と課題 
参加者  NACS 環境委員会  

辰巳、大石、村上、大矢野、青柳、青木、錫木、石井、根村、大島 
 

①講義概要 
1) 自動車リサイクル法の仕組み・実施状況、特徴等 
2) 自動車リサイクルをめぐる新しい動き、課題等 
＊講義で使用した資料は、資料編１．を参照のこと 
 

②自動車リサイクルにおける課題 
 ・リサイクルの中身（解体過程、破砕過程、熱回収過程、全部利用等）の再点検の必要性。 
 ・パーツのリユース、リビルトに関する期待と課題（技術進歩とのバランス）。 
 ・次世代自動車における環境配慮とリサイクルにどう取り組むか。（環境配慮事項同士がトレード

オフ関係の場合や自動車自体が変化していく中で、どう環境配慮を定量化していくかの検討も必

要） 
 ・リース・レンタル・シェアリング等の資源循環効果の解析の必要性。（所有意識の希薄化が、自

動車の取り扱いに与える影響等） 
 
③消費者団体への期待 
 ・行政、メーカー等と接点を持ち、情報を収集・分析し、対話を通して批判できる力。欧米の企画

書を参考にするとよい。 
・インターネット及び対面でのプレゼンテーションスキル。 

 
（２） 第二回学習会報告 

開催日時 2018 年 1 月 29 日（月）19:00～20:30 
会場   全国婦人会館 2F 会議室 
講師   一般社団法人日本自動車工業会 リサイクル廃棄物部会長 嶋村高士氏 
テーマ  自動車リサイクルへのメーカーの対応状況 
参加者  NACS 環境委員会  

辰巳、大石、村上、大矢野、青柳、青木、錫木、石井、根村 
 
①講義概要 

1) 自動車リサイクル法への対応状況 
2) リサイクル設計への取組み 
3) リサイクル高度化「樹脂リサイクル」への取組み 
4)  電気自動車（EV）・ハイブリッド車（HV）の電池リサイクルへの対応 
5)  燃料電池車（FCV）)のリサイクルへの対応 
6) 自動車リサイクルの課題と消費者への期待 
＊講義で使用した資料は、資料編２．を参照のこと 
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②質疑応答 
Q：電気自動車や自動運転車ではコンピューター制御が多くなり、それに伴い基板も増えていくと

思われるが、現行の法体系で回収できる仕組みになっているのか。 
A：基板には携帯電話の数分の一ほどのレアメタルが使われており、その他、電池にはプラチ

ナが使用されているが、回収されるようにはなっていない。日本のリサイクル法とは、基本は

適正処理のためのリサイクル法であり、資源確保のためのリサイクル法ではないため。この法

律は、コストに見合わず、商売にならないために不適正な処理がされるのを防ぐもの。 
Q：部品のリユース、リビルトについて、メーカーとしてはどのように考えているか。 
A：一応は推奨しており、販売店や部品卸の共販店（部販店）が、中古部品にも対応できるように

なっている。ただし中古部品は解体業者やリビルトメーカーが生産販売するので、メーカーと

しての保証はできない。保証ができないので、積極的に使ってくれとは言えない。 
Q：消費者はリユース部品等を保証がないと買わない。するとニーズがないと判断されないか？ 

メーカー側が保証できるようなシステム作りはできないのか？ 
A：保証が欲しいという消費者の声が出て、保証することによって数字が動くことがわかれば、進

むかもしれない。いわば、にわとりとたまご。ただ実はメーカーが関与すればするほど、製品

価格は上がる。メーカーが保証の仕組みを作ったりしたら、せっかく安いからリユース部品を

使うということがなくなってしまう側面はあるだろう。 
 
③自動車リサイクルにおける課題 
 ・更なるリサイクル高度化への取り組みが求められる。 
 ・次世代自動車の新規採用部品のリサイクルが求められる。 
 ・自動車リサイクルシステム全体の低コスト化をはかる。 

 
④消費者団体への期待 

・自動車リサイクルの消費者認知度の向上。 
・企業活動の最大の原動力は「ユーザーニーズ」なので、大人向けであればマスメディアも巻き

込んだ地道な社会啓発活動の展開が期待される。子ども向けであれば、自動車については小学

5 学年の社会科学習指導案で学ぶ機会もあり、文部科学省も巻き込んだ更なる教育機会の創出

等が考えられる。 
 
 
（３） 事業に活かしたい知見、課題等 
 
 ①知見 

・購入者が関心を持ち評価することによって、メーカーの環境配慮設計が進む可能性がある。 
・子どもの頃から資源の価値やリサイクルの大切さを学んでいくことが、本質的な意味で、リサ

イクルへの取り組みを進めていくことに通じる可能性がある。 
 ②課題 

・リサイクルへの関心を高める際、資源の有効利用・廃棄物の減量という視点のみならず、未来

の資源確保という視点も必要。 
・リユース・リビルト部品の積極的な活用にメーカーの協力を得るには、消費者のニーズ・関心

の高まりが必要。 
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２．２－２ 自動車リサイクル事業者の視察結果 
 
（１）実施概要 
 
①訪問日 2018 年 4 月 13 日（金） 

 
②行程表 

時間 場所 備考 

8:50～9:30 大宮駅西口集合、移動 
 

9:30～11:30 昭和メタル 岩槻工場 訪問 工場見学、昼食をとりながら質疑応答 

11:30～13:00 移動 
 

13:00～14:30 YAMANAKA 栃木工場 訪問 概要説明、工場見学 

14:30～15:30 移動  

15:30～17:00 群桐エコロ 新田工場 訪問 概要説明、工場見学 

17:00～18:00 移動、JR高崎駅解散  

 
③参加者 
トヨタ自動車株式会社  環境部部長 嶋村高士氏 

  豊通リサイクル株式会社 常務取締役事業部長 辻田育司氏 
ASR 再資源化事業部 坂口朗子氏、五十嵐大貴氏 

NACS 消費者教育委員会 柴崎堯氏 田原房枝氏 
NACS 環境委員会    辰巳、大石、村上、石井、根村 

 
 
（２）訪問先レポート① 有限会社 昭和メタル  
 
①訪問対応 有限会社 昭和メタル 代表取締役 栗原裕之氏 

 
②事業者概要 

1969 年 解体業社として創業 
2004 年 自動車リサイクル法の諸資格登録 
2012 年 特別管理産業廃棄物収集運搬及び積替え保管業許可取得(さいたま市) 
・現在は、本社事務所・工場の他、岩槻営業所・工場、パーツセンター(2 カ所)、 
リサイクルセンター、タイヤショップ（3 カ所）を構える。 

 
主な業務 

1）自動車の解体及び素材のリサイクル業務： 
使用済み自動車の解体、バンパー、タイヤおよびホイール、金属類等の素材回収の他、 
液類・油類の回収等 

2）国内外向け販売業務：  
中古部品（エンジン、トランスミッション、ドア、ファインダー、ランプ等） 
リビルト部品（オルタネーター、スターター、ドライブシャフト、電動パワステ、 

エアコンのコンプレッサー、エンジン、トランスミッション等） 
社外新品部品 

3）タイヤ業務:中古を含む各種タイヤの販売、修理、保管、管理： 
タイヤの入れ替え出張サービス、スタッドレスタイヤのリースおよびレンタル等 
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③見学記録 
 【自動車リサイクル法関係】 

1)フロン回収 
・車に取り付けたカードに記されているフロンの種別毎に

回収機（写真）を用いて、ボンベに回収（1 台に 300～400g）。 
・指定業者であるヤマト運輸(株)が、フロン破壊処理業者で

ある旭硝子(株)千葉工場まで運び、処理する。 
（フロンの利用の減少に伴い、処理工場は全国的に減少） 

 
 
 
                              写真 1 フロン回収機 

2)エアバッグ類の処理 
・安全のため車体にカバーを掛け、一括展開できる処理機で、数の確認のため時間差をつけ、

通電して爆発させる（車上作動処理）。 
・この処理を行った場合は、作動済のエアバッグ類を車台から取り外す必要はなく、装備さ

れたままの状態で次工程の事業者に引き渡す。 
・取り外し回収の場合は、未作動のエアバッグ類を取り外し、専用容器、回収袋に入れ指定

引取場所に運搬するとの話を伺う。 
・エアバッグの生地は需要が少ないので積極的には集めていないが、いろいろと工夫をする

と、丈夫な生地としてリサイクルできる。 
・リサイクルの例として、生地を使った製品を展示していた。 
 

【リサイクル部品に関して】 
1)方法 

1）部品をチェック後、手作業にて取り外し、丁寧に洗浄 
2）傷や欠品を目視にて、検品 
3）部品の種類、程度等をコンピューターへ入力 
4）部品倉庫に保管 

 
 
 
 

                            写真 2 部品倉庫 
 
2)部品の仕入れ先等 

・独自ルート（自動車修理業者、リース会社、保険会社経由等）や中古車オークション。 
個人からの廃車の持ち込みにも対応する。 

・中国等の外国人業者とのオークションの場での競争が発生している。 
・人気車種の部品は、なかなか入手できない。 

3)部品の販売先 
・部品は車種毎になるため、外装部品で平均 3 年、機能部品(エンジン・トランスミション等)

は平均 10 年は在庫として保管。 
・長期在庫品は出荷時、再調整を行う。 
・仕入れ状況にもよるが、需要に対して実際に供給できるのは 30％くらい。 
・部品データは同業事業者のネットワークで管理しており、自社で対応できない部品は、ネッ

トワーク内で対応している。 
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・購入先は自動車修理工場、ディーラーが多い。 
・取り付けが技術的に難しい場合は、一般客（ネット経由）へは取り付けまで紹介している。 
・機能部品（リビルト部品）の利用は、使用年数に対し、走行距離が長いバン、トラック等の

商用車(営業車)がほとんどである。 
・一度中古部品を使うとリピーターになることが多い。 
・関税を安くするため、購入した中古車をカットして、自動車ではなく部品として輸出したい

輸出事業者もおり、そういった需要を受け、車体を真ん中で二つに切り分けたもの（ハーフ

カット）や車の前部を切り取ったノーズカットにも対応している。 
4)その他 

・ヤード適正化条例を制定した千葉県では違法業者が減少した。法律であって欲しい由。   
 

【解体と素材リサイクル】 
・内装プラスチック、バンパーもリサイクル用にチップ

として回収している。 
・ワイヤーハーネスはリサイクル用として、重機ニブラ

を用いて回収する。 
・最後に車体はプレスされ、次工程へ。 

 
 
 
 
 
                             写真 3 重機ニブラ 
④質疑応答 

Q：リサイクル部品の保証はどうなっているのか。 
A：機能部品に関しては半年か 1 万 km 迄、自社による保証をつけている。その間に何か不都合が

あったら、交換対応する。代車も出すようにしている。リスク管理の視点からも品質に関する自

社基準を厳しく守り、不具合が出ないよう注力している。 
Q：消費者等ステークホルダーへの要望はあるか。 
A：中古部品の存在をもっと知ってもらいたい。 

 
⑤考察 
・リサイクル部品の保管方法や、需要に対する対応の仕組みに感心した。 
・品質・安全性に関して、業界団体や保険会社等の意見も聞いてみたい。 
・リサイクル部品が単体としてしか存在しないとしたら、実物を使っての試験はできない。品質デ

ータを集めることは難しいように感じるが、消費者としてどこまでの品質を求めるのか、関係者

の意見も参考に、検討していきたい。 
 
 
（３）訪問先レポート② 株式会社 YAMANAKA 
 
①訪問対応 株式会社 YAMANAKA 栃木工場 工場長 谷洋輔氏、環境事業室 室長 加納史章氏 

 
②事業者概要 

1923 年 創業。1973 年に横浜工場に破砕機（シュレッダー）を導入 
1987 年 非鉄選別装置を他社に先駆けて導入 
1988 年 栃木工場開設 
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・国内では川崎市を中心に関東・東北各県に拠点を持っている。本社は神奈川県 川崎市幸区 中幸

町にあり、神奈川県に 5 工場、東京に 1、埼玉県に 3、千葉県に 2、群馬県、栃木県に各 1、福

島県に 2、山形県、宮城県、秋田県、岩手県に各 1 つの工場がある。 
・海外拠点としてタイにも営業所と工場を持っている。 

主な業務 
製鋼原料の加工処理および販売 
・使用済自動車等を破砕、選別して金属ごとの資源に戻し、製鋼メーカー他に販売している。 
・金属を取り出した後の ASR は専門業者に納品している。 

 
③見学記録 
【破砕事業について】 

・栃木、川崎ほか東日本で大型自動車用を含むシュレッダーが５機稼動。 
・栃木は 3000 馬力、川崎は 4000 馬力。5 機で年間 8 万台～9 万台を破砕処理。 
・取り扱い金属の 90％は鉄。残りはアルミや銅、ステンレス、真鍮等の非鉄金属。 
・圧縮（プレス）はできるが解体は許可がなくできないため、自動車は解体業者から納品される。 
・使用済自動車のスクラップに関しては更にプレス加工し、輸送効率を良くしてからシュレッダー

工場へ運ぶ。 
・工場では使用済自動車からまず、鉄やミックスメタル等マテリアルリサイクル可能な素材を取り

出す。 
・含有量の多い鉄は、鋼材として製鋼メーカーに納品する。 
・ミックスメタルも素材ごとに分けて取扱業者に納品する。 
・有価の金属類を取り除いた後に残った ASR は、ASR 取り扱い事業者へ。 

  ・1 日 1000 台処理しており、発生する処理物の 7 割が鉄である。 
・シュレッダーの他、切断機や圧縮機も導入しており、製品の特性に合わせたリサイクルが可能。 

 
【栃木工場のシュレッダープラントについて】 

・全長 100m、車は約 30 秒で処理される。1 日で約 400 台処理している。 
・車はシュレッダーでこぶし大の大きさになる。 
・分別は、泥状にしてサイクロンで行っている。プラスチックやガラスはダストの中へ。 
・水は排泄せず、循環利用する。 

 
1)砕機 
・ハンマー（シュレッダーの歯）は 16 本あり、1 本 120kg、30 万円、2 ヶ月で交換する。 
・破砕機にはプレスされた自動車を投入する。 
・クレーン（フランスの機械：SERAM と記載あり）は電気で動くが、風速 15m 以上の場合は動

かせない。 
 

2)操作室 
・震動があり、大きな騒音を生じる。 
・破砕の工程は自動車 1 台に 10 秒。車以外にも建築廃材や電車等も処理している。 
・何もしないと 200℃となるため、水で冷却している。 

 
3)ASR 

・目立つのは車内のシート。 
 
4)資源化された鉄 

・車のボディ等の色は高温でなくなる。 
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写真 4. ASR     写真 5. 再資源化された鉄 
 
④質疑応答 

Q：トラブルはないか。 
A：自動車にオイルが入りっぱなしで火が出たことがある。 
Q：ガラスはリサイクル出来ないのか。 
A：フロントガラス等のガラスはフィルムが入っているためリサイクルが難しい。 
Q：今後の課題は何か。 
A：金属はほぼ 100％リサイクル出来ている。まだリサイクル出来ていないガラスや樹脂も今後は

やっていかなくてはならない。 
 

豊通リサイクル株式会社 辻田氏の話 
・ガラスは、昔は断熱材等にリサイクルされていたが、今は需要がなく採算が合わない。 
・樹脂の方がガラスよりもリサイクルしやすいかもしれない。 
・ASR からガラスや樹脂を抽出する方法も確立されつつある。 

 
⑤考察 

・破砕のためのハンマーの大きさと、破砕による摩耗の凄さを実感、大型クレーンの運転席に昇ら

せてもらえたのは何よりの経験になった。機械はドイツ製、クレーンは SERAM でフランス製

等海外のモノが多かった。 
・ヘルメットや簡単な白衣のような物を貸してくれたり、使い捨てのマスクも用意されていたりと、

見学者への配慮が行き届いていた。 
 
 
 
 
（４）訪問先レポート③ 群桐エコロ株式会社 
 
①訪問対応 群桐エコロ株式会社 代表取締役    山口博氏 

総合企画室 室長 髙田秀文氏 
広報室   室長 家富和之氏 

 
②事業者概要 

1984 年 （親会社である）株式会社群桐産業設立 
廃油の回収・リサイクル処理・再生重油販売からスタート 

1998 年 廃棄物の焼却処理を開始。 
産業廃棄物（特別管理含む）の収集運搬及び中間処理、廃油の再生処理等 

2007 年 群桐産業の子会社として群桐エコロ株式会社・群馬ハイブリッドクリーンセンター設立 
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主な業務 
1) 焼却溶融処理 

焼却灰、ASR、感染性廃棄物、廃油、塗料等を混合して焼却溶融施設で焼却溶融し、溶融ス

ラグから人工砂を製造。 
2) 廃油リサイクル 

自動車の潤滑油やエンジンオイル等の廃油を遠心分離機等で処理し、再生重油（燃料油）を

精製。 
3) 低濃度 PCB 廃棄物処理 

上記焼却溶融施設および大型固定床炉にて PCB を熱分解して無害化。 
 
③見学記録 

・焼却溶融施設に ASR は投入され、1300 度の高温で焼却溶融処理*1 される。この過程で生まれ

た溶融スラグ（人工砂）は建設資材として販売*2、金属は回収される。さらに排ガスから飛灰

を回収し精錬場へ出荷*3、鉛とカドミウムが回収された後、溶融スラグは建材として再利用さ

れる。 
・排ガスの熱でボイラーを動かして発電（サーマルリサイクル）し、廃油処理施設で利用する。ま

た、再生重油は販売するほか、工場内の焼却溶融施設で補助燃料として活用されている。その結

果、投入するバージン燃料は 0 となっている。 
・冷却水は雨水を利用する等、徹底した資源の有効利用に取り組んでいる。 

 
*1：投入する廃棄物の割合を調整することで、高温の焼却溶融処理が可能になるため、企業の力量

（廃棄物の確保、投入調整の技術等）が必要となる。なお ASR はプラスチックが大半なので、

燃焼を促進するよい材料となっている。 
*2：人工砂は、建築素材のほか、雑草が生えないようにするための資材としても活用されている（街

路樹やソーラーパネルの下等）。また製品は出荷前に安全性が検査されている。 
*3：飛灰を精錬所に出荷し処理するため、群桐エコロでは、廃棄物は０となる。しかし、他の溶融

施設では飛灰を廃棄物としているところも多いらしい。自工会からは、できるだけ飛灰も次の

過程に出してほしいと依頼しているが、対応できる企業は多くないため、自動車リサイクルは

100%になっていない。 
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【焼却溶融施設】 
 

 
 

図 1．群桐グループパンフレット 施設の特徴（フローシート１）より 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
④質疑応答 

Q：ASR リサイクル施設から、消費者等ステークホルダーへの要望はあるか。 
A：消費者へは、直接的な要望は思い浮かばない。 

写真 7．焼却溶融施設内 写真 8．ロータリーキルン 

写真 10．敷地内の人口砂 

写真 6．スクラップの搬入 

写真 9．敷地内植え込みの人口砂 
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破砕業者へは、金属をできるだけ取り除いてもらいたい。 
メーカーへは、炭素繊維は溶けないので、処理に困るのではないかと心配している。 

 
⑤考察 

・工場内はきれいに整備されており、再処理・再資源化を担っているという気概が感じられた。 
・全国で大量に排出されているであろう処理が困難な廃棄物が、このような施設で無害化され、再

資源化されていること知り、消費者はもっと感謝すべきではないかと思った。 
・リサイクル技術はグローバルな競争力とポテンシャルを持っている。自動車大国の日本としては、

海外での自動車リサイクルは使命であると共に、ビジネスチャンスなのだろうと認識した。 
 
 
（５）事業に活かしたい知見、課題等 
 
①知見 
・リユース・リビルト部品の安全性や品質保証に関しては消費者に活用を促すうえで最も重要なポイ

ントだが、業界基準はないため、各社自社基準を設け、保証をつけている（全てかどうかは不明）。 
・訪問した昭和メタルでは、半年以内（もしくは走行距離 1 万 km 以内）に不具合があった場合、す

べて事業者負担で部品交換や代車対応を行うため、リスク管理の視点からも自社基準は厳しく守ら

れ、不具合が出ないよう注力している。 
②課題 
・リサイクル部品が単体としてしか存在しないとしたら、実物を使っての試験はできない。品質デー

タを集めることは難しいように感じる。品質・安全性に関して、業界団体や保険会社等の意見も聞

いた上で、消費者としてどこまでの品質を求めるのか、検討していきたい。 
・業界から「安心して利用してほしい」というメッセージがあるが、啓発ツールに載せるか否かは、

リユース・リビルト部品の不具合発生の状況や、満足度等のデータを確認したのち、検討していき

たい。 
・マテリアルリサイクルが難しい ASR も、最終的には無害化された形で埋め立てられ、その過程で

熱回収もされていることは消費者に知らせたい。 
・エアバッグやガラス等、現在は ASR として処理されているものの中にもマテリアル回収できるも

のはあるが、市場ニーズやコストとの兼ね合いでシュレッダー処理となっている。 
・今後、経済的にも適正な技術が確立され、最適なタイミングでマテリアルリサイクルが進むことが

望ましい。 
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２．２－３ 一般消費者に向けた自動車リサイクルに関する認識度調査結果 
 

（１） 調査設計 
 
 次年度以降の活動に役立つ調査結果が得られるように、以下の項目ごとに内容、聞き方等を検討し

た。 
A 基本属性に関する項目 
B 自動車の保有及び利用状況に関する項目 
C 自動車リサイクルに関する項目 
D 自動車リサイクル部品に関する項目 
E 自動車リサイクルの情報提供のあり方に関する項目 
F 一般的な環境意識に関する項目 

 
①第１回の聞き取り調査 
検討結果を受けて設問を整理し、4 月 1～4 日、一般消費者 4 名に対して聞き取りを実施した。 
＜聞き取り時の確認事項＞ 
・回答しやすい選択肢はどちらか 
・設問の文言は理解しているか 
・回答する上で不都合な点は無いか 等 

 
 ＜聞き取り結果＞ 

・自動車や運転免許の非保有者には答えられない設問がある。 
・「知らない」と答えた回答者に対して知っていることを前提とした設問が用意されている。 
・選択肢の書きぶりが回答者に失礼な箇所がある。 
・リユース部品、リビルト部品、シュレッダーダストという言葉の意味がわからない。 

 
②第 2 回聞き取り調査 
調査票を修正し、4 月 7～9 日、別途一般消費者 4 名に対して聞き取りを実施した。 
＜主な変更点＞ 

B 自動車の保有及び利用状況に関する項目（一部の選択肢、設問を変更） 
C 自動車リサイクルに関する項目（全て設問を変更） 
D 自動車リサイクル部品に関する項目（リユース、リビルト部品等の説明を付記） 

 
＜聞き取り結果＞ 
・「車」の定義がわからない。 
・「程度」で回答する設問で用意されている程度の表し方が不適切。 
・「どう思うか」と聞かれても答えにくい。 

 
 2 回の聞き取り調査で設計時には想定できなかった反応が得られた。結果を受け、一般消費者が

回答しやすいように表現を変更するほか、次年度以降の事業に活用できる調査結果が得られるよう

な設問になっているか等についても再度確認を行った。この過程では、内部での検討結果を反映し

た調査票を、無償で家族等にモニターしてもらい、その意見を元に更に修正を重ねるという作業を

数回繰り返した。委員会内で合意の取れた調査票を調査委託先に送ったところ、的確な回答が得ら

れるような提案を受けたため、更に内部で検討し最終的な調査票を作成した。 
 なお、当初の項目に則って検討した結果、分割する方が適切と判断した項目があり、最終的に調

査の項目数が当初より増えた。項目の当初と最終の関係性は、本項の末尾に記す。 
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③調査項目（最終版） 
 

項目 No 設問 
Ⅰ 調査対象者の属性 Q1 性別 

Q2 年齢（年代別） 
Q3 職業別 
Q4 居住地（NACS 会員のみ） 

Ⅱ 車社会と環境意識 Q5 車社会と環境意識 
Ⅲ 車所有や利用の状

況 
Q6 自動車の保有状況 
Q7 自動車の種類別利用状況 
Q8 今後の利用意向（種類別） 

Ⅳ 自動車リサイクル

に関する認識 
Q9 自動車リサイクルの認知 
Q10 自動車リサイクルの工程に関する認知 

Ⅴ 自動車リサイクル

料金に関する認識 
Q11 自動車リサイクル料金の負担者 
Q12 自動車リサイクル料金の使用用途 
Q13 自動車リサイクル料金が社会に及ぼす役割 

Ⅵ 自動車リサイクル

部品に関する認識 
Q14 自動作リサイクル部品選択の認知度 
Q15 自動車リサイクル部品利用のイメージ 
Q16 自動車リサイクル部品の利用意向 
Q17 自動車リサイクル部品を利用したくない理由 

Ⅶ 自動車リサイクル

への今後の期待 
Q18 自動車リサイクル推進のために今後の期待 

Ⅷ 自動車リサイクル

に関する情報のあり方 
Q19 自動車リサイクル情報の入手先 
Q20 自動車リサイクル情報の今後の提供先 

 
  上記Ⅰ～Ⅷと当初の項目 A～F の関係は次の通り 

 
最終項目 当初項目 

Ⅰ 調査対象者の属性 A 基本属性に関する項目 
Ⅱ 車社会と環境意識 F 一般的な環境意識に関する項目 
Ⅲ 車所有や利用の状況 B 自動車の保有及び利用状況に関する項

目 
Ⅳ 自動車リサイクルに関する認識 C 自動車リサイクルに関する項目 
Ⅴ 自動車リサイクル料金に関する認識 C 自動車リサイクルに関する項目 
Ⅵ 自動車リサイクル部品に関する認識 D 自動車リサイクル部品に関する項目 
Ⅶ 自動車リサイクルへの今後の期待 D 自動車リサイクル部品に関する項目 
Ⅷ 自動車リサイクルに関する情報のあり方 E 自動車リサイクルの情報提供のあり方

に関する項目 
 
④回収設計 
 回収設計については、性別、年代、地域及び未既婚で母集団準拠を行い、下表のとおり、性別及び

年代 12 区分での割当抽出を行った。 

 
TOTAL 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 

TOTAL 1,500 105 217 259 334 284 301 
男性 754 54 111 131 169 142 147 
女性 746 51 106 128 165 142 154 
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（２）調査結果 
 

回収結果は下表のとおり。前述の回収設計数を満たし、人口構成比に準じた回収となっている。 
 

  TOTAL 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 
TOTAL 1,625 121 236 283 352 308 325 
男性 808 62 122 141 178 151 154 
女性 817 59 114 142 174 157 171 

 
なお、調査依頼数は 19,589 件、回収率は 8.3％であった。本調査では、性別、年代及び地域のほ

か未既婚も加味して母集団準拠を行ったこと、他年代に比べて回収率が低い 10 代を含めていること

等から、回収率が低くなったと想定される。 
 
調査結果を、調査票の項目別（Ⅰ～Ⅷ）にまとめてみると、以下のとおり。 
結果については、単純集計データおよび主要設問とのクロス集計データから読み取ったもののみを

図表化している。裏づけとなるデータは、資料編（3）（4）の該当ページを参照のこと。 
  
Ⅰ 調査回答者の属性 
 
Q1 性別 
・回答数は、一般消費者が 1,625 サンプル、NACS 会員が 157 サンプル。 
・性別では、男性・女性の割合は人口構成比に準拠し、ほぼ半数ずつ（NACS 会員は男性約 4 割、女

性約 6 割）。 

 
 

図 Ⅰ-1 性別（一般消費者と NACS会員） 

 
Q2 年代別 
・一般消費者の回答を年代別にみると、10 代 7.4％、20～30 代 31.9％、40～50 代 40.7％、60 代 20％

（人口構成比に準拠）。 
・平均値は 43.8 歳（NACS 会員は平均年齢 58.1 歳）。 

 

 
 

図 Ⅰ-2 年代別（一般消費者と NACS 会員） 
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Q3 職業別 
回答結果を、「学生」と、「仕事を持っている層（社員・職員、自由業等、非正規雇用）」、「仕事を持

っていない層（専業主婦・夫、無職）」の 3 層に分けてみると、以下のとおり。 
・一般消費者の場合、仕事を持っている層は 65.1％（内訳：会社員等が約 4 割、非正規雇用の有職者

は 2 割）。 
・学生は約 1 割（9.6％）。 
・仕事を持っていない層（主婦・夫と無職）の割合は 23.8％。 
・NACS 会員の場合は、約 8 割弱の人が何らかの職業についており、仕事を持っていない層の割合は

16.6％。 
 

 
 

図 Ⅰ-3 職業別（一般消費者と NACS 会員） 

 
 
Q4 居住地別 
・居住地については、一般消費者は地域についても人口構成比に準拠。 
・NACS 会員は設問として聞いている。その結果、関東圏（東京、埼玉、千葉、神奈川、栃木）の回

答数が多い。 

 
 

図 Ⅰ-4 NACS会員の居住地（都道府県別） 
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Ⅱ 車社会と環境意識 
 
Q5 車社会と環境意識 
・一般消費者の回答では、「燃費の良い自動車の開発をすすめる」が 46.2%と最も高く、次いで「次

世代自動車（ハイブリッド自動車、電気自動車等）の開発をすすめる」が 44.5%、「二酸化炭素（CO2）
の排出を減らす」が 43.4%となっている。 

・「エコドライブ（急発進、急ブレーキをしない等）を推進する」への意識も 35.5%いる。 
・「自動車の素材の軽量化・減容化をはかる」を答えた人は約 1 割となっている。 
・使用済自動車の廃棄時への問題意識は「不法投棄をなくす（14.2％）」、「自動車のリサイクルをす

すめる（13.7％）」と他の項目と比べて少ない。 
・「相乗りの推進（5.8％）」、「レンタカー等カーサービスの利用（6.3％）」等、自動車を所有せずカー

サービス利用に関心をもつ層も一定程度みられる。 
・自動車の保有別にみると、保有者は「エコドライブの推進」「次世代自動車の開発」「燃費のよい自

動車の開発」の項目が非保有者に比べて高い。 
・これに対して、「なるべく自動車に乗らない（19.8％）」「パーク＆ライドの利用（8.8％）」「モーダ

ルシフトを推進（8.7％）」は非保有者かつ女性層が多い（一部図表は非掲載）。 
・NACS 会員の回答を一般消費者の回答と比較すると、性別、年代の構成比の違いもあって、「次世

代自動車の開発」「自動車のリサイクルの推進」「レンタカー等カーサービスの利用」「パーク＆ラ

イドの利用」「モーダルシフトの推進」が高い。 
 

 
 

図 Ⅱ-1 保有別にみた車社会と環境意識 

 
注）※1 自家用車を最寄り駅周辺の駐車場に駐車し、電車等に乗り換えて移動を行うこと 

※2 貨物の輸送手段を、より環境負担の少ない手段に転換すること 
 

※ 降順でソート 
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図Ⅱ-2 保有者別にみた車社会と環境意識（一般消費者と NACS会員の比較） 

 
 
Ⅲ 車所有や利用の状況・意向 
 
Q6 自動車の保有状況 
・回答者の 8 割が、車を所有しているといえる。 
・全国の乗用者世帯別普及率 3とほぼ同様の結果となっている。 

 
                                                   
3 内閣府「消費動向調査」主要耐久消費財（79.1％）、日本自動車工業会「2017 年度乗用者市場動向調

査」(76.8%) 
 

TOTAL

燃費の良い
自動車の開
発をすすめ
る

次世代自動
車（ハイブ
リッド自動
車、電気自
動車等）の
開発をすす
める

二酸化炭素
（CO2）の排
出を減らす

エコドライブ
（急発進、
急ブレーキ
をしないな
ど）を推進
する

排出ガス
（窒素酸化
物（NOx）や
粒子状物質
（PM）等）の
規制を強化
する

エアコン用
フロンは、
より地球温
暖化への影
響の少ない
代替フロン
やノンフロ
ンへの転換
をすすめる

なるべく自
動車に乗ら
ない

使用済自動
車（廃車）
の不法投棄
をなくす

自動車のリ
サイクルを
すすめる

自動車の素
材の軽量
化・減容化
をはかる

パーク＆ラ
イド（※1）を
利用する

モーダルシ
フト（※2）を
推進する

自動車を所
有せずレン
タカー等
カーサービ
スを利用す
る

相乗りを推
進する

一般消費者 1625 46.2 44.5 43.4 35.5 21.5 20.1 19.8 14.2 13.7 9.9 8.8 8.7 6.3 5.8
NACS会員 157 49.7 66.2 39.5 32.5 28.0 24.2 32.5 14.6 28.7 12.7 29.3 38.2 19.1 12.1

46.2 44.5 43.4

35.5

21.5 20.1 19.8
14.2 13.7

9.9 8.8 8.7
6.3 5.8
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※ 一般消費者の降順でソート 
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【参考】NACS 会員調査 

 
 
 

図 Ⅲ-1 性年代別にみた車の保有状況 

 
 
Q7 自動車の種類別利用状況 
・「自家用車」が 87.3％と最も高く、次いで「バス」が 77.4％、「タクシー」が 74.7％となっている。 
・「レンタカー」利用は 52.3％いるが、特に 30 代から 60 代の男性の利用が高い（6～7 割）。 
・「カーシェアリング」「カーリース」の利用率は 2％台とまだ少ない。 
・うち、カーシェアリングについては、20 代男性（9.8%）、カーリースは 50 代男性（6.0%）の利用

が他の性年代より高い。 

 
 

図 Ⅲ-2 性年代別にみた自動車の種類別利用状況 

 
  

※ 降順でソート 
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Q8 今後の利用意向（種類別） 
・「自家用車」が 77.7％と最も高く、次いで公共性の高い「バス（31.0％）」、「タクシー（23.2％）」

と続いている。 
・レンタカー利用現状は約 5 割であったが、将来的な利用意向は 13.6％に減少している。 
・性年代別にみると、30 代から 40 代男性が「レンタカー」「カーシェアリング」「勤務先の車」に対

して利用意向が強い。 
 ・現在の利用状況（図Ⅲ-2）と、今後の意向（図Ⅲ-3）を比較してみると、自家用車（87.3％→77.7％）、

バス（77.4%→31.0％）、タクシー（74.7％→23.2％）と減少している。 
・一方、カーシェアリング（2.6％→10.9％）、カーリース（2.2％→4.5％）の利用意向は増加してい

る。 
・特に、「自家用車非保有層」のカーシェアリングの利用意向が高くなっている（15.7％。図表は非

掲載）。 
 

 
 

図 Ⅲ-3 性年代別にみた今後の利用意向（種類別） 

 
 
  

※ 降順でソート 
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Ⅳ 自動車リサイクルに関する認識 
 
Q9 自動車リサイクルの認知 
・使用済自動車がリサイクルされていることを「よく知っている」が 15.3％、「よく知らないが聞い

たことはある」が 41.0％、「知らない」が 43.6％である。 
・これを性年代別にみると、男性と女性の認知状況は大きな差がみられる。 
・男性は年代が上がるにつれ認知が高くなる。女性は「よく知っている」が低く、「知らない」が高

い。特に年代の低い女性は、5～6 割の人が「知らない」と答えている。 
・自動車の種類別利用状況でみると、「カーリース」を選択した人は、「よく知っている（44.4％）」「よ

く知らないが聞いたことはある（47.2％）」と、他の利用車種に比べ認知が非常に高い（図表は非

掲載）。 

 
 

図 Ⅳ-1 性年代別にみた自動車リサイクルの認知状況 

 
 
Q10 自動車リサイクルの工程に関する認知 
・自動車リサイクルの認識を、工程の過程からみてみると、一般消費者の場合、部品等の再利用と答

えた人の割合が高い。 
・「鉄・銅等の有価物は形を変えて再生利用する（59.2%）」、「取り出した部品を修理して再利用する

（リビルト部品）（54.4%）」、「取り出した部品をそのまま再利用する（リユース部品）（42.2%）」

の順になっている。 
・これをリサイクルの認知別にみると、「よく知っている」と答えた人は、すべての項目で高くなっ

ている。 
・リサイクル料金が使われている 3 品目に対する認識は、「フロン類（32.2％）」「エアバッグ類（27.0％）」

「シュレッダーダスト（25.7％）」となっている。 
・「よく知らないが聞いたことはある」と答えた人は、「鉄・銅等の有価物は形を変えて再生利用する
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（67.2％）」、「取り出した部品を修理して再利用する（リビルト部品）（60.0％）」等、自動車リサイ

クルを素材や部品の再利用ととらえている人が多い。 
・全体的にみても、自動車リサイクルとは、使用済自動車の処理でなく素材や部品の再利用と認識し

ている人が多い。 
 

 
 

図 Ⅳ-2 認知別にみた自動車リサイクルの工程別認識状況 

 
注）※1 リユース部品：取り外した部品に補修等は行わず、目視等による点検や洗浄等によって商品化さ

れた再利用部品 
※2 リビルト部品：取り外した部品を分解し、摩耗・劣化した構成部品を新品と交換、再組立てを 

行い商品化された再生部品 
 
 
  

※ 降順でソート 



26 
 

Ⅴ 自動車リサイクル料金に関する認識 
 
Q11 自動車リサイクル料金の負担者 
・リサイクル料金の負担者を「購入者」と認識している人は 88.2％。 
・リサイクル料金の負担者を、レンタカー等を所有する「法人等」と認識している人は 16.4％。 
・性年代別にみると、40 代から 60 代の男性は全体に比べて「購入者」との回答が多い。 
・料金負担を「借り手」と答えた人は 10 代、20 代の女性が高い（16%前後）。 
・10～20 代の男女ともに、「購入者」との回答が低い。 
・車の保有別にみると、保有者の 9 割が「購入者」と答えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 Ⅴ-1 性年代別にみた自動車リサイクル料金の負担者 

 
 
Q12 自動車リサイクル料金の使途 
・リサイクル料金の使途は、「鉄･銅等の有価物は形を変えて再生利用する（50.2％）」「取り出した部

品を修理して再利用する（43.6％）」「フロン類を適切に回収し、破壊処理する（38.3％）」「取り出

した部品をそのまま再利用する（37.7％）」と答えた人の割合が高い。 
・料金の使途を有価物やリユース部品、リビルト部品の再利用に使われていると答えた割合が高く、

リサイクル料金が使われている 3 品目に対する認識は低い。 

※ 降順でソート 



27 
 

・性年代別にみると、50 代男性は 3 品目に対する認識が高い傾向にある。 
・リサイクル 3 品目すべてに答えた人（厳密な意味での正解者）は、38 サンプル（2.8％）と少ない。 
・これを車の保有者別にみると、保有・非保有に関わらず、リサイクル料金の使途の回答割合はほと

んど変わらない。 
・リサイクルの認知（Q9）とリサイクル料金の使途を比較すると、Q9 で「よく知っている」と答え

た人は、リサイクル料金の使途として 3 品目（フロン類、エアバッグ類、シュレッダーダスト）を

選択した割合が高く、リサイクル料金の使途をある程度正確に把握しているといえる。 
・Q9 で「よく知らないが聞いたことはある」と回答した人は、「有価物の再利用」「リビルト部品の

再利用」との回答が高い。 

 
図 Ⅴ-2 認知別にみた自動車リサイクル料金の使途 

 
 
Q13 自動車リサイクル料金が社会に及ぼす役割 
・リサイクル料金を支払うことが社会に役立っているかの設問については、いずれの項目でも「そう

思う」と答えた層と、「どちらかといえばそう思う」と答えた層（役に立っていると思う層）の割

合が多い。 
・項目ごとにみると、「資源の有効利用」と答えた人の「役に立っていると思う層」の割合は約 9 割

（「そう思う：23.4％」「どちらかといえばそう思う：64.6％」）で、他の 5 項目に対し最も高く評

価している。 
・「役に立っていると思う層」の多い項目として、「廃棄物の削減」「オゾン層破壊防止」と続く。 
・「車の不法投棄の防止」の「役に立っていると思う層」は 7 割弱で、最も少ない。 
・性年代別にみると、10 代男性が全ての項目で「そう思わない」と答えた割合が高い。 
・保有者・非保有者別にみると、違いは見られない（図表は非掲載）。 
・自動車リサイクル認知別にみると、「知らない」と答えた層は、全ての項目で「どちらかといえば

そう思わない」「そう思わない」と答えた割合が高くなっている。 
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図 Ⅴ-3 自動車リサイクル料金が社会に及ぼす役割 

 

 
図 Ⅴ-4 性年代別にみた自動車リサイクル料金が社会に及ぼす役割 
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Ⅵ 自動車リサイクル部品に関する認識 
 
Q14 自動車リサイクル部品選択の認知度 
・回答者の 8 割以上の人が、リサイクル部品を選択できることを知らないと答えている。 
・これを性年代別にみると、男女ともに年代が上がるとともに認知は上昇している。 
・男性の認知は女性より高く、とくに 50 代以上の男性の約 35％以上が、リサイクル部品を選択でき

ると答えている。 

 
 

図 Ⅵ-1 性年代別にみた自動車リサイクル部品選択の認知 

 
Q15 自動車リサイクル部品利用のイメージ 
・自動車修理時にリユース部品やリビルト部品を利用することについて考えを聞いたところ、「資

源の有効利用（41.5％）」「廃棄物削減（37.5％）」「修理費用が安価（33.0％）」と答えた人の割合

が高い。リユース部品を使用することをプラスイメージで捉えている人が多いといえる。 
・一方、リユース部品の使用は安全面、品質面、保証面で不安が残ると、マイナスイメージで答え

た人の割合もそれぞれ 3 割程度いる。 
・「特に考えたことがない」人は 16.5％であった。 
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図 Ⅵ-2 性年代別にみた自動車リサイクル部品利用のイメージ 

 
 
Q16 自動車リサイクル部品の利用意向 
・リユース部品を使用した車を、利用したい層（どちらかといえば利用したいを含む）と、利用した

くない層（どちらかといえば利用したくないを含む）との割合でみると、自家用車、レンタカーの

場合、ほぼ拮抗している。 
・これに対して、カーシェアリング、カーリースでは、利用したくない層がやや多くなっている。 
・タクシーやバスでは、利用したい層の割合が多い。 

 
図 Ⅵ-3 自動車リサイクル部品利用の意向（種類別） 

※ 降順でソート 

プラスイメージ マイナスイメージ 



31 
 

 
Q17 利用したくない理由 
リユース部品やリビルト部品を利用したくない理由を自由回答してもらったところ、どの車種も「安

全面」に対し不安を感じている。また、「品質面」についても不安を感じている。 
 

 
図 Ⅵ-4 自動車リサイクル部品を利用したくない理由 

注）得られた自由回答をアフターコーディングにより分類した 
  

自家用車 レンタカー 

カーシェアリング 

カーリース 

タクシー・バス 

 

  
 

※ いずれも降順でソート 
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Ⅶ 自動車リサイクルへの今後の期待

Q18 資源有効利用のために、私たちができること 
・「長寿命設計された自動車を選ぶ（41.6％）」が最も多く、次いで「廃車時、部品選別や粉砕処理を

適切に行う業者に引き取ってもらう（35.3％）」、「自動車リサイクルに積極的に取り組んでいる企

業の車を選ぶ（31.3％）」と続いている。 
・資源有効利用のために、長寿命設計の車等について積極的な選択意識があることが伺える。

図 Ⅶ-1 自動車リサイクル推進のために今後の期待 

※ 降順でソート
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Ⅷ 自動車リサイクルに関する情報のあり方 
 
Q19 自動車リサイクル情報の入手先 
・リサイクル情報の入手先は、「テレビ（30.8％）」や「インターネット（27.3％）」等のメディアを通

して知ったと答えた人が多い。 
・「カーディーラーや自動車販売店（27.8％）」、「修理工場（11.6％）」等、自動車関係業種からの情報

入手ルートも多い。 
・「新聞（17.7％）」、「書籍・雑誌（11.6％）」等紙媒体で知ったという人も 1～2 割いる。 
・「学校（3.9％）」、「セミナー・講座（1.7％）」等環境関連教育機関で知ったという人は、2～4％弱で

ある。 
・自動車の保有別にみると、保有者は非保有者に比べて「カーディーラー（30.7％）」や「自動車修

理工場（12.5％）」が高い（図表は非掲載）。 
・自動車リサイクル認知別にみると、「よく知っている」と答えた人は「自動車修理工場」や「書籍･

雑誌」「学校」「環境イベント会場」が高いが、「よく知らないが聞いたことはある」と答えた人は

「テレビ」が高い。 

 
 

図 Ⅷ-1 Q9 自動車リサイクルの認知×Q19情報の入手先 

 
 
Q20 自動車リサイクル情報の今後の提供先 

・今後の情報提供先として、「カーディーラー・自動車販売店（46.8%）」が最も高く、次いで「イン

ターネット（42.9%）」「テレビ（41.2%）」となっている。 
・「自動車教習所・運転免許更新センター（33.7%）」や「自動車修理工場（29.5%）」を希望する人も

3 割いる。 
・性年代別にみると、10～30 代男性は、「パンフレット･小冊子」「書籍・雑誌」「学校」「ラジオ」と

の回答が高い。 
 

※ 降順でソート 
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図 Ⅷ-2 性年代別にみた自動車リサイクル情報の今後の提供先 

 
 
・情報入手先（Ⅷ-1）と希望する情報提供先（Ⅷ-2）を比較すると、「カーディーラー・自動車販売店

（27.8％→46.8％）」「自動車修理工場（11.6％→29.5％）」「自動車教習所・運転免許更新センター

（3.2％→33.7％）」等自動車関係業界での情報提供を望む声が高くなっている。 
・このほか「インターネット（27.3％→42.9％）」や「パンフレット･小冊子（5.8％→15.9％）」「学校

（3.9％→15.6％）」「ラジオ（3.3％→11.6％）」「環境イベント会場（1.5％→16.7％）」等の媒体を

とおした情報提供を望む声が高くなっている。 
 

※ 降順でソート 
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図 Ⅷ-3 Q19情報の入手先および Q20今後の提供先 

 
 
  

※ Q19 の降順でソート 
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（３）調査結果の考察

（２）で読み取った結果を、Ⅱ～Ⅷの項目別に考察してみると、以下のとおり。

【Ⅱ：車社会と環境意識について】

・消費者の車社会に対する環境意識（Q5）のうち、環境配慮設計の要素である「燃費の良い自動車の

開発」や「次世代自動車の開発」に意識が高いが、「自動車の素材の軽量化・減容化をはかる」と

答えた人は全体の 1 割に満たない。特に年代の高い女性や、車の非所有者にその傾向が強くみられ

る。長寿命設計の主要素である「軽量化・減容化」の意味や目的そのものが伝わっていない、理解

されていない可能性がある。

・同じく消費者の車社会に対する環境意識（Q5）のうち、使用済自動車の廃棄時への意識は「使用済

自動車（廃車）の不法投棄をなくす（14.2％）」、「自動車のリサイクルをすすめる（13.7％）」と少

ない。自動車のライフサイクルにおける廃棄・リサイクル意識の醸成のために、わかりやすい情報

提供と啓発活動が必要である。

・同じく消費者の車社会に対する環境意識（Q5）のうち、「相乗りの推進」や「レンタカー等カーサ

ービスの利用」等、自動車を所有せずカーサービス利用に関心をもつ層も一定程度みられ、今後、

所有からサービスへの利用への移行を裏づける結果とも考えられる。

・自動車の保有別（Q6）に消費者の車社会に対する環境意識（Q5）をみると、車所有者は自分の車

を念頭に置いて答えた結果と思われる。これに対して、非保有者の多くは、社会システムのあり方

から車社会を判断した回答になっていると思われる。

・一般消費者の回答と NACS 会員の回答を比較（図Ⅱ-2）すると、性年代の構成比の違いもあるが、

NACS 会員の「次世代自動車の開発」「自動車のリサイクルの推進」「カーサービスの利用」「車社

会システムのあり方」への意識は、一般消費者より 2～3 倍の高さを示している。自動車リサイク

ルの普及には、こうした消費者問題のオピニオンリーダーとの連携が期待される。

【Ⅲ：車所有や利用の状況・意向について】

・自動車の保有状況（Q6）としては、一般消費者の約 8 割が自家用車を保有している。若者（10～
20 代）はやや低い。

・自動車の種類別の今後の利用意向（Q8）をみると、自家用車の所有意向は 10～20 代男女とも低く、

本調査においても若者の車離れを反映した結果が見て取ることができる。他方、男性 40 代は他の

性年代に比べて自家用車の利用意向が高いが、レンタカーも高くなっており、男性 30 代はレンタ

カーとともにカーシェアリングも他の性年代に比べて高くなっている。

・これらのことから、自動車保有者向けのみの情報発信では、自家用車以外の自動車を用いる層には

到達しづらいと考えられ、別の情報伝達手段や内容を検討することが重要であると考えられる。

【Ⅳ：自動車リサイクルに関する認識 およびⅤ：自動車リサイクル料金に関する認識について】

・自動車リサイクルの工程に関する認知（Q10）をみると、自動車保有者（Q6）や自動車リサイクル

認知者（Q9）は、自動車リサイクルの内容等の理解度は全体的に高いが、エアバッグ処理や ASR
処理については低く半数程度が挙げたにとどまっており、一層の周知が必要である。

・自動車リサイクルに関する認識（Q9）として、自動車リサイクルを「よく知らないが聞いたことは

ある」層は、男女比半々となっている。「よく知っている」層に比べてパート・アルバイト、主婦・

主夫が多い（男性 30 代、50-60 代が少なく、女性 20 代、40-60 代が多い）。

・この自動車リサイクルに関する認識（Q9）別に、自動車保有状況（Q6）や今後の情報源（Q20）
を見たところ、「よく知っている」層と「よく知らないが聞いたことはある」層の差はない。これ

らのことから「よく知らないが聞いたことがある」層は、自動車の運転者（所有者）というよりも、

同乗者であると推測される。
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・そのため、自動車所有者（Q6）のみならず、同乗者もターゲットとすることで、自動車リサイクル

のより幅広い理解の促進につながると考えられる。 
・自動車リサイクルを「よく知らないが聞いたことはある」層（Q9）は、自動車リサイクルの工程に

関する認知（Q10）において、自動車リサイクルをリビルト部品使用や有価物再生利用と捉えてお

り、環境問題やリサイクルへの関心が高い可能性がある。 
・自動車リサイクル料金の使途（Q12）に関しては、自動車所有者（Q6）であっても、エアバッグや

ASR 処理に費用が用いられていることの認知度は低く、今後、これらの点を訴求する必要があると

思われる。その際、自動車リサイクル料金が充当されていない有価物の再生利用等が多く挙げられ

ていたことから、これらは市場原理で回っている点についても情報提供する必要がある。 
 
【Ⅵ 自動車リサイクル部品に関する認識について】 
・自動車修理時にリユース部品・リビルト部品を利用することへの考え（Q15）としては、「資源の有

効利用」「廃棄物削減」につながると、プラスイメージで認識している人が 4 割前後いる。一方、

リユース部品・リビルト部品を使用することに対するマイナスイメージも一定程度あり、特に安全

面、品質面に対する不安が高い。この不安を払拭することで、リユース部品・リビルト部品の利活

用の向上につながる可能性がある。 
・自動車修理時にリユース部品・リビルト部品を使用した自動車に対する今後の利用意向（Q16）に

ついては、自動車リサイクルをよく知っている層と知らない層に大きな差がみられることから、と

くに知らない層にリユース部品・リビルト部品利用に関する正確な情報提供を行う必要がある。 
・こうした正確な実態を把握するためにも、リユース部品・リビルト部品の関連事業者へのヒアリン

グを実施する必要がある。 
 
【Ⅶ：自動車リサイクルへの今後の期待】 

・資源有効利用のために何をすればよいか（Q18）としては、車の所有・非所有（Q6）に限らず、「長

寿命設計の車を選ぶ」「廃車時、適切な処理業者を選ぶ」「自動車リサイクルに積極的な企業の車を

選ぶ」等積極的参加意識を持っている人が多い。 
・自動車リサイクルに関する認識（Q9）として「よく知っている」層に限らず、「よく知らないが聞

いたことはある」層も含め、一般消費者の責任ある選択行動を促すためにも、自動車の設計に関す

る情報、自動車の選択・購入の際に提供する情報、修理・廃車時に関連業者が提供する情報が必要

である。 
 
【Ⅷ：自動車リサイクルに関する情報のあり方について】 
・自動車リサイクル情報の入手先（Q19）は、テレビ、インターネット等のメディアルートと、カー

ディーラー・自動車販売店、修理工場等の流通ルートの 2 つのルートを経由しているといえる。 
・今後あってほしい情報提供先（Q20）も、流通ルートとメディアルートへの希望が大きい。そのほ

か、女性 30 代は、自動車教習所・運転免許更新センター等への希望も高い。男性 10-20 代は学校

を上げる割合が他の性年代に比べて高い。 
・今後、自動車リサイクルの工程に関する認知（Q10）や自動車リサイクル料金の使途（Q12）等の

回答結果を踏まえ、自動車リサイクルについて、画像・イメージ化した理解しやすい、わかりやす

い冊子や解説書があれば、自動車リサイクルの認識向上につながる可能性がある。 
 ・また今後、自動車所有者（Q6）のみならず、自動車リサイクルに関する認識（Q9）がそれほど高

くない一般の人々へ自動車リサイクルへの理解を進めるためには、目に付きやすい場所に置いて、

手にとって関心を持ってもらう必要がある。 
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２．２－４ 事業全体の考察 
 
（１） 実施結果から問題点の抽出 
 
事業全体の考察に当たっては、ワークショップ方式（KJ 法）で議論を重ねた。 
1）まず、本事業の申請時に想定した目標や方向性を確認し、基本軸とした。 
・若年層を含む非所有者層もターゲットとすべき。 
・環境配慮型設計の自動車の購入を伝えていきたい。 
・リユース・リビルト部品の選択を含め、自動車リサイクルへの積極的参加が、消費者の責任ある

行動につながる。 
・資源循環型社会の実現のために、消費者ができることは何かを探る。 

2）これらの基本軸は、審議会 4の「自動車リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書（平

成 29 年 7 月）」の中の自動車リサイクル制度の「あるべき姿」の記載内容と同方向であることを確

認した。 
  ・ユーザーが自動車リサイクルにおける環境配慮設計や再生資源利用の重要性、社会的便益を理解

し、ユーザーによる環境配慮設計や再生資源利用の進んだ自動車の積極的な選択を促すような情

報発信を行う等の検討を行うべきである。 
  ・ユーザーに部品リユースのメリットの検証・情報発信を行い、リユース・リビルト部品を選択し

やすい状況を構築していくべきである。 
3）1)の基本軸にそって学習会・視察・消費者調査結果を総合的に考察し、何が自動車リサイクル推

進のネックとなっているかを検討し、問題点として以下 5 項目を導き出した。 
 

①自動車リサイクルに対する認識について 

   ・自動車リサイクルとは何か、全体の仕組み等正確に知っている人は少ない。 
   ・男性中高年はリサイクルへの認知度が高いが、若者および女性全般は認知度が低い。 
   ・適正処理のための取り組みの認識は低い。 
   ・リサイクルに関する情報が伝えられていない。 
   ・情報提供場所は、インターネット等のメディアルートと、カーディーラー・修理工場等の流通

ルートが高い。 
  問題点：消費者の自動車リサイクルに対する認識は、保有・非保有にかかわらず、ばらつきがある。 
 
②自動車リサイクル料金に対する認識と現状について 

   ・リサイクル料金を払っていることは知っているが、それが再資源化全てに使われていると思っ

ている。 
   ・リサイクル料金は 3 品目の処理に使われているという実態を知っている人は少ない。 
  問題点：消費者は、自動車リサイクル料金が何に使われているか、正確に把握していない。 

 
③リユース・リビルト部品に対する認識と現状について 

   ・年齢・性別によらず、知らないとの回答が多い。TOTAL では知らないが 8 割を超える。 
   ・所有者と非所有者による差も顕著なものではない。 
   ・リユース・リビルト部品を利用することの有用性はある程度認識されている。 
  問題点：消費者の多くが、リユース・リビルト部品を選択できるという事実を知らない。 

 
④環境配慮設計された車への認識について 

                                                   
4 産業構造審議会産業技術環境分科会廃棄物・リサイクル小委員会自動車リサイクルワーキンググルー

プ及び中央環境審議会循環型社会部会自動車リサイクル専門委員会合同会議 
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   ・家電業界には環境アセスメントガイドラインがあり、その一部は JIS 化されているが、自動車

業界としての環境配慮設計に関するガイドラインの有無を確認する必要がある。 
   ・自動車資源の有効利用には長寿命設計された自動車を選ぶという回答が最も高い。 
  問題点：消費者は、長寿命設計はイメージできるが、環境配慮設計された自動車とはどういうもの

かを知らない。 
 
⑤車のサービサイジングの動向と今後の意向 

   ・30 代、40 代の男性の将来的利用意向は、カーシェア・レンタカーが高い。 
   ・車のサービサイジングについて環境意識をみると、保有者は自分の利用をとおした意見が強く、

非保有者は社会的システムとしての意見が強い。 
  問題点：カーシェア・レンタカー等サービサイジングの利用は一定度あるが、今後の意向は不透明。 

 
   参考写真 1 ワークシート：事業結果から問題点の抽出 
 
（２）現状の課題     
 
これらの問題点を解決すべき課題は、以下のようにまとめられる。 
・消費者に、自動車リサイクルに関する情報が十分に伝えられていない。 

 ・消費者に伝えたいことは、自動車リサイクルの目的や仕組み、現状など、循環型社会に向けて消

費者ができること。 
 ・環境配慮設計から廃棄・処理に至る現状（現場の声）を、正確に把握する必要がある。 
 ・リユース・リビルト部品の積極的利用のためには、不安を緩和できる正確な情報提供が有効だが、

現状は不十分な状況である。 
 
（３）想定される解決方法 

 
課題解決のために、次年度以降、どのような方法で解決を図ればよいか、方向性を議論した。 
・誰に伝えるか（普及啓発対象） 
   啓発のターゲットは保有者のみならず、未来の購入者および利用者（小学生から同乗者まで）

とする。なお、アンケートの結果、保有者の中でも女性や若年層は自動車リサイクルに関す

る認識が低い傾向にあることをふまえ、女性や若年層により力を入れることとする。これは、
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性別年代別における保有者の割合は男女間に大きな違いはなかったことから、車の保有・非

保有の差よりも、性差年齢差の方が有意である、と考えたことによる。 
 

 ・何を伝えるか（普及啓発内容） 
   アンケートの結果、環境問題と自動車の関連を考える際に、資源やリサイクルの視点が弱い

傾向にあったため資源循環に取り組む意義を伝える。自動車の一生（製造・販売・使い方・

廃棄リサイクル）など俯瞰した視点も加味し、消費者の理解を促す一助とする。また、消

費者にできることとしては、リユース・リビルト部品の利用促進および環境配慮設計され

た自動車の選択であることを例示し、積極的な記載を検討する。 
  
・どう伝えるか（普及啓発の手法） 
   アンケートの結果、自動車リサイクルへの認識は男性中高年が比較的高いことをふまえ、女

性や若年層を意識して、わかりやすく親しみやすい体裁・内容（web との連動）の啓発ツ

ールを作成し、広報活動を行う。 
      発信場所はカーディーラー等流通ルートへの期待が大きいため、連携・協力の可能性を探

る。 
 
 
２．２－５ 2017年度事業の効果 

 

（１）事業の有効性 

＜申請時に想定した事業の有効性＞ 
  ・本事業では、自動車所有者だけではなく、若年層を含む非所有者も含めたすべての消費者に対し、

持続可能な社会に向けた自動車リサイクルや資源循環に関する関心を高め、行動を促す啓発活動

を行う。 
・それにより、消費者による廃車時のリサイクルへの協力のみならず、中古部品の活用や環境配慮

設計のされた自動車の選択などを通して、自動車リサイクルの活性化、ひいては持続可能な社会

の形成への貢献を目指す。 
 

＜本年度事業実施後に得られた効果＞ 
 

・自動車所有者だけではなく、若年層・非所有者も含めたすべての消費者の持続可能な社会に向け

た自動車リサイクルや資源循環に関する認識度を把握することができた。 

・NACS 会員を対象とする調査では、消費者意識や社会的課題に関心の高い層の認識度を把握する

ことができた。 

 

 

（２）事業の実現性・継続性 

＜申請時に想定した事業の実現性・継続性＞ 
・今回の事業では、消費者の意識調査（web アンケート、会員アンケート）のデザインスキル、回

収率の向上、課題の整理、事業者等へのヒアリングによる実態把握、消費者を念頭に置いたわか

りやすく親しみやすい冊子の企画・編集、周知のための講座/ワークショップの企画運営、全国の

消費生活アドバイザー等とのネットワークなどに関する知見・経験を活かし、記載した活動を効

果的に実現する。 
 

＜本年度事業実施後に得られた効果＞ 
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・アンケートの設問は、実施側が必要な情報を把握できるものであるにとどまらず、一般消費者が

答えやすい設計となっており、回答数は、統計的に信頼できる規模のデータを得ることができた。 

 

 

（３）事業の発展性 

＜申請時に想定した事業の発展性＞ 
  ・消費者に自動車リサイクルの取り組みの実体や課題、消費者の責任等を周知することで、 

① 自動車は資源の塊であり、廃車後のリサイクルは資源循環の意味で非常に重要であることの

理解が広がる 
② リサイクル技術の向上によってより多くの貴重な資源の回収が可能となることを理解する消

費者が増えることで、リサイクルに積極的に取り組む良質な事業者（メーカー、ディーラー、

リサイクル事業者等）が評価される環境が生まれる 
③ フロントガラスやバンパーなど、リユース部品の活用度が向上し、リユース部品市場が広が

る 
④ 放置自動車問題が認識され、回収を促す取り組みが広がる 
⑤ リサイクルを容易にするデザインや、持続可能な開発による素材の使用等、環境に配慮した

自動車を評価し選択する消費者が増える 
などの好影響を生み出すことが考えられる。 

 

 ＜本年度事業実施後に得られた効果＞ 

 

・申請時に記載した、資源循環の視点からのアプローチの必要性、廃車時のリサイクルへの協力、

リユース・リビルト部品の活用や環境配慮設計された自動車の選択等に関する消費者の意識を把

握することができた。 

 

  

（４）事業の効率性 

＜申請時に想定した事業の発展性＞ 
・消費者の認識度調査は、有識者の問題意識をベースにしたアンケートを作成することで、消費者

への普及に資する有益なデータを得ることができる。1500 サンプル以上の回収を想定した調査

設計を行い、回収データの統計的な信頼性を確保する。 
・従来の郵送調査では時間的、費用的な負担に比して、回収率は若年層を中心に低いと指摘されて

いるが、Web による調査では属性クリーニングが可能であり、短期間で人口構成比に準拠した回

収を行うことができる。また、オンラインによるデータ回収の特性を活かして実査終了後すみや

かに集計・分析を行うことができ、費用対効果が優れている。 
・また、NACS 会員を対象とする調査では、消費者意識や社会的課題に関心の高い層の認識度を把

握することができる。 
 
＜本年度事業実施後に得られた効果＞ 
 

・従来の郵送調査では、時間的、費用的な負担に比して、回収率は若年層を中心に低いと指摘され

ているが、Web 調査を採用したためデータクリーニングが可能となり、短期間で効率的に、性年

代別に偏りのない回収を行うことができた。 
・オンラインによるデータ回収の特性を活かして実査終了後すみやかに集計・分析を行うことがで

き、費用対効果が優れていた。 
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３．今後の事業展開の方向性 

 

３．１．今後の方向性、実施スケジュール 

 

2017 年度の結果を受け、2018 年度には、2019 年度の普及啓発活動に使用する啓発ツールを開発

する。ツール開発に当たっては、リユース・リビルト部品関連事業者団体及び自動車販売事業者にヒ

アリングを行ったうえで掲載内容を精査するとともに、消費者団体等との意見交換会を開催し、ツー

ルの形や普及方法等を検討する。当初予定していたエコプロには出展せず、当該予算は意見交換会（全

国各地のキーパーソンの旅費）と啓発ツール作成に追加計上することとする。なお、計画変更の理由

については 3.3.参照のこと。 
 
 
３．１－１．想定する事業の内容 
 
（１）業界ヒアリングの実施（4 か所） 
 ①目的： 

・啓発ツールに掲載する内容を検討するため、2017 年度に懸念として挙がっていたリユース・リ

ビルト部品の品質や安全性、保証等についてのより詳しい情報を得る。 
  ・自動車販売店には、店頭での啓発ツールの活用について相談し、協力を得やすい形態や使い方に

ついての意見を得る。 
 ②訪問先： 

解体業者の団体、整備事業者の団体（（一社）日本自動車整備振興会連合会）、損害保険会社、自動

車販売店 
 
（２）消費者団体等との意見交換会（1 回） 
 ①目的： 

・2019年度の普及啓発事業のパートナーとして啓発ツールの形態や啓発方法に関する意見を得る。 
 ②参加者： 

 消費者団体および NACS 支部のキーパーソン 10 名程度。 
 
（３）啓発ツールの制作 
 ①目的： 

・ツール制作の目的は、3 年目の普及啓発事業を円滑に進めるためである。 
・自動車の所有者・非所有者を問わず、自動車リサイクルにおいて「私たちができること」を考え

られるツールに仕上げる。 
②形態： 
・以下の 2 案等をもとに検討する。検討の際は、次年度の普及活動での配布経路、活用方法も考慮

して行う予定。 
    案① 小冊子＋電子ブック（A5 版 16 ページ、カラー、5000 部） 
    案② すごろくゲームポスター（A1 判（両面）＋普及啓発方法の解説冊子、カラー、5000 部） 
 ③ターゲット： 

・自動車所有者 
・自動車所有者予備軍の若者 
・同乗者として自動車購入に影響を与える層 

 ④内容： 
・自動車リサイクル全般の説明 
・資源利用の現状と課題 
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・リユース部品・リビルト部品の現状と課題 
・未来における自動車の課題 
なお、既存の動画（解体の現場等）を QR コードでつなぐことも検討する。 

 

 

３．１－２．事業の実施体制 

 

  2018 年度は以下の体制で実施する。 
 

 
 

 

３．１－３．事業計画（工程表を含む） 
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３．２．当初計画からの変更点 

2017 年度の事業結果をふまえ、以下のとおり 2018 年度、2019 年度の事業計画を変更する。 

＜2018 年度事業の変更理由＞ 
・2017 年度の視察である程度の成果が得られたことから、2018 年度はリサイクル現場の視察・見学

は行わず、ヒアリングを通して不足している情報を得ることに注力する。

・2017 年度事業の中で、日本損害保険協会が循環型社会形成自主行動計画（2016 年度から 2020 年

度まで）の「自動車保険を通じた社会への働きかけ」で、自動車リサイクル部品の活用推進に取り

組んでいることを知ったため、ヒアリング対象に損害保険会社を追加した。

・啓発ツールを活用した普及段階で NACS 会員の協力を得るためにも、また有効なツールを作成する

ためにも、地域の NACS 会員（支部会員）の参画を得ることが有効であると判断し、意見交換会へ

の参加者として NACS 支部を追加した。 
・啓発ツールは冊子のみでは印刷部数により普及が限られることから、冊子の場合は電子ブックをウ

ェブサイト上に掲載することが有効と考え、追加した。

・「すごろくゲームポスター等」のアイデアは、2019 年度の普及形態をふまえた啓発ツールのあり方

を検討する際、小冊子のみにとらわれることなく、より自由な発想で検討できるようにするために

追加した。

・エコプロ展での調査結果展示を通した来場者の意見収集は、上記のヒアリングや意見交換会の活動

の充実に比較して、小冊子のクオリティを高める上での費用対効果が低いと判断し、行わないこと

とした。



資料編 

１．第一回 学習会資料

45



(Goods*) End of Life Vehicles
(Goods or Bads**)

Goods

31 Oct. 2017 E. Hosoda, Faculty of Economics, Keio University 2
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http://www.kuruma-sateim.com/statistics/average-life-span/
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３．一般消費者へのアンケート調査票
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【Q4は NACS 会員のみ】 
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【Q21は NACS会員のみ】 

84



４．データ編

《報告書の見方》 

○ 調査結果の数値は、回答率（%：パーセント）で表示している。母数はその質問項目に該

当する回答者の総数であり、その数は nで示している。

○ nが 30 未満の結果については、サンプル数が少ないため、参考値扱いとなる。

○ 回答は、単数回答と複数回答の 2種類がある。

○ 回答率（%）の数値は、小数第 2位を四捨五入し、小数第 1位までを表示している。この

ため各回答の合計数値が 100%とならない場合がある。

○ 複数回答の場合は、その回答率（%）の合計は 100%を超える場合がある。

○ TOTALと比較して統計的に有意な差（有意水準 5%）を中心にコメントを記載している。

■ 検定・ポイント差情報

比率の差の検定 有意水準5％で高い

対TOTAL行 有意水準5％で低い
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(1) 回答者属性 

回答者の属性は以下の通り。 
 

【性別】 

 
 
 

【年齢】 

 
 
 

【職業】 

 
 

 
  

n=

一般 1625

NACS会員 157

男性 女性

49.7

36.9

50.3

63.1

(%)

n=
平均値

一般 1625 43.8

NACS会員 157 58.1

19歳以下 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

7.4

0.0

14.5

0.0

17.4

2.5

21.7

14.6

19.0

35.7

20.0

38.9

0.0

8.3

(%)

n=

一般 1625

NACS会員 157

会社員 会社役員・管理職

公務員・団体職員 自営業

自由業・専門職 派遣・契約社員

パート・アルバイト 高校生

予備校生 専門学校生・短期大学生・大学生 ・大学院生

専業主婦・専業主夫 無職

その他

26.9

19.7

5.3

5.7

7.2

22.3

3.7

2.5

1.6

8.9

5.7

5.1

14.7

14.0

3.9

0.0

0.1

0.0

5.7

0.0

14.6

4.5

9.2

12.1

1.6

5.1

(%)
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(2) 車社会と環境意識 

Q5 これからの車社会と環境問題を考えるとき、どの取組みが大切だと感じますか。特に

大切だと考えるものを選んでください。（5つまで） 

※1 自家用車を最寄り駅周辺の駐車場に駐車し、電車等に乗り換えて移動を行うこと 

※2 貨物の輸送手段を、より環境負担の少ない手段に転換すること 
 
TOTAL では、「燃費の良い自動車の開発をすすめる」が 46.2%と最も高く、次いで「次

世代自動車（ハイブリッド自動車、電気自動車等）の開発をすすめる」が 44.5%、「二酸化

炭素（CO2）の排出を減らす」が 43.4%となっている。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

燃
費
の
良
い
自
動
車
の
開
発
を
す
す
め

る 次
世
代
自
動
車

（
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
自
動

車

、
電
気
自
動
車
等

）
の
開
発
を
す
す

め
る

二
酸
化
炭
素

（
C
O
2

）
の
排
出
を
減

ら
す

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

（
急
発
進

、
急
ブ
レ
ー

キ
を
し
な
い
な
ど

）
を
推
進
す
る

排
出
ガ
ス

（
窒
素
酸
化
物

（
N
O
x

）

や
粒
子
状
物
質

（
P
M

）
等

）
の
規
制

を
強
化
す
る

エ
ア
コ
ン
用
フ
ロ
ン
は

、
よ
り
地
球
温

暖
化
へ
の
影
響
の
少
な
い
代
替
フ
ロ
ン

や
ノ
ン
フ
ロ
ン
へ
の
転
換
を
す
す
め
る

な
る
べ
く
自
動
車
に
乗
ら
な
い

使
用
済
自
動
車

（
廃
車

）
の
不
法
投
棄

を
な
く
す

自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
る

自
動
車
の
素
材
の
軽
量
化
・
減
容
化
を

は
か
る

パ
ー

ク
＆
ラ
イ
ド

（
※
1

）
を
利
用
す

る モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト

（
※
2

）
を
推
進
す

る 自
動
車
を
所
有
せ
ず
レ
ン
タ
カ
ー

等

カ
ー

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

相
乗
り
を
推
進
す
る

TOTAL 1625 46.2 44.5 43.4 35.5 21.5 20.1 19.8 14.2 13.7 9.9 8.8 8.7 6.3 5.8

男性15-19歳 62 41.9 37.1 37.1 19.4 16.1 14.5 25.8 11.3 16.1 11.3 9.7 6.5 3.2 6.5

男性20-29歳 122 42.6 35.2 35.2 36.1 13.9 7.4 22.1 21.3 16.4 10.7 10.7 9.0 6.6 8.2

男性30-39歳 141 44.7 46.8 36.2 37.6 21.3 15.6 20.6 16.3 11.3 17.0 9.2 12.8 8.5 6.4

男性40-49歳 178 53.4 47.2 40.4 37.6 19.1 13.5 19.1 7.3 9.0 11.8 10.1 9.6 5.1 4.5

男性50-59歳 151 43.0 58.9 37.1 26.5 23.2 18.5 20.5 9.9 17.2 15.2 12.6 7.9 7.9 7.3

男性60-69歳 154 46.8 49.4 32.5 34.4 16.9 24.7 22.7 9.7 16.2 11.0 12.3 13.0 9.7 6.5

女性15-19歳 59 30.5 30.5 62.7 33.9 18.6 20.3 22.0 6.8 6.8 6.8 1.7 5.1 3.4 5.1

女性20-29歳 114 43.9 27.2 49.1 29.8 14.0 16.7 20.2 11.4 14.0 10.5 3.5 5.3 3.5 5.3

女性30-39歳 142 48.6 46.5 45.8 40.8 20.4 22.5 16.2 17.6 15.5 7.0 7.7 5.6 3.5 3.5

女性40-49歳 174 53.4 42.0 47.1 35.1 23.0 26.4 13.2 19.0 13.8 6.9 6.3 8.0 5.7 3.4

女性50-59歳 157 47.8 43.3 49.7 41.4 27.4 26.1 22.3 20.4 14.0 5.7 9.6 13.4 7.6 7.0

女性60-69歳 171 42.7 50.3 53.8 40.9 34.5 26.9 18.7 14.6 12.9 5.3 7.6 4.7 7.0 7.0

46.2 44.5 43.4
35.5

21.5 20.1 19.8
14.2 13.7

9.9 8.8 8.7 6.3 5.8

0.0
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100.0(%)
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車

（
ハ
イ
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リ

ッ
ド
自
動

車

、
電
気
自
動
車
等

）
の
開
発
を
す
す

め
る

燃
費
の
良
い
自
動
車
の
開
発
を
す
す
め

る 二
酸
化
炭
素

（
C
O
2

）
の
排
出
を
減

ら
す

モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト

（
※
2

）
を
推
進
す

る エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

（
急
発
進

、
急
ブ
レ
ー

キ
を
し
な
い
な
ど

）
を
推
進
す
る

な
る
べ
く
自
動
車
に
乗
ら
な
い

パ
ー

ク
＆
ラ
イ
ド

（
※
1

）
を
利
用
す

る 自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
る

排
出
ガ
ス

（
窒
素
酸
化
物

（
N
O
x

）

や
粒
子
状
物
質

（
P
M

）
等

）
の
規
制

を
強
化
す
る

エ
ア
コ
ン
用
フ
ロ
ン
は

、
よ
り
地
球
温

暖
化
へ
の
影
響
の
少
な
い
代
替
フ
ロ
ン

や
ノ
ン
フ
ロ
ン
へ
の
転
換
を
す
す
め
る

自
動
車
を
所
有
せ
ず
レ
ン
タ
カ
ー

等

カ
ー

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

使
用
済
自
動
車

（
廃
車

）
の
不
法
投
棄

を
な
く
す

自
動
車
の
素
材
の
軽
量
化
・
減
容
化
を

は
か
る

相
乗
り
を
推
進
す
る

TOTAL 157 66.2 49.7 39.5 38.2 32.5 32.5 29.3 28.7 28.0 24.2 19.1 14.6 12.7 12.1
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

燃
費
の
良
い
自
動
車
の
開
発
を
す
す
め

る 次
世
代
自
動
車

（
ハ
イ
ブ
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ッ
ド
自
動

車

、
電
気
自
動
車
等
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の
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を
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る

二
酸
化
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素
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排
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イ
ブ
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急
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、
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キ
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ど
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る
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ス

（
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酸
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物

（
N
O
x

）

や
粒
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等
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す
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動
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自
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ト

（
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す
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動
車
を
所
有
せ
ず
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ン
タ
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ー

等

カ
ー

サ
ー
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ス
を
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す
る
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乗
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を
推
進
す
る

TOTAL 1625 46.2 44.5 43.4 35.5 21.5 20.1 19.8 14.2 13.7 9.9 8.8 8.7 6.3 5.8

家に自動車が1台以上ある 1301 48.6 46.9 43.0 37.6 20.8 21.0 17.0 15.0 14.1 10.7 8.5 9.0 5.3 6.1

家に自動車は無い 324 36.7 34.9 45.1 27.2 24.7 16.4 30.9 11.1 12.3 6.8 9.9 7.7 10.5 4.9

46.2 44.5 43.4
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14.2 13.7
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(3) 自動車の保有状況 

Q6 現在、あなたは自動車を持っていますか。 

 
TOTAL では、「家に自動車が 1 台以上ある」が 80.1%、「家に自動車は無い」が 19.9%

である。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

 
 

 
  

n=

TOTAL 1,625

男性15-19歳 62

男性20-29歳 122

男性30-39歳 141

男性40-49歳 178

男性50-59歳 151

男性60-69歳 154

女性15-19歳 59

女性20-29歳 114

女性30-39歳 142

女性40-49歳 174

女性50-59歳 157

女性60-69歳 171

80.1 

74.2 

67.2 

80.1 

84.3 

82.1 

85.7 

71.2 

70.2 

81.7 

82.8 

83.4 

82.5 

19.9 

25.8 

32.8 

19.9 

15.7 

17.9 

14.3 

28.8 

29.8 

18.3 

17.2 

16.6 

17.5 

家に自動車が1台以上ある 家に自動車は無い

(%)
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(4) 自動車の種類別利用状況 

Q7 あなたがこれまでに利用したことがある自動車を教えてください。 

 
TOTAL では、「自家用車」が 87.3%と最も高く、次いで「バス」が 77.4%、「タクシー」

が 74.7%となっている。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

自
家
用
車

バ
ス

タ
ク
シ
ー

レ
ン
タ
カ
ー

勤
務
先
の
車

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

カ
ー

リ
ー

ス

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

上
記
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
1
つ
も
な

い

TOTAL 1625 87.3 77.4 74.7 52.3 34.2 2.6 2.2 0.4 5.2

男性15-19歳 62 69.4 59.7 53.2 29.0 0.0 1.6 0.0 0.0 21.0

男性20-29歳 122 81.1 62.3 57.4 41.0 26.2 9.8 0.8 0.8 7.4

男性30-39歳 141 89.4 75.2 73.8 61.0 48.9 2.1 4.3 0.7 4.3

男性40-49歳 178 91.6 82.6 79.2 63.5 53.9 1.7 3.4 0.0 2.2

男性50-59歳 151 94.0 82.8 82.1 74.2 62.9 5.3 6.0 0.7 2.0

男性60-69歳 154 89.6 79.2 79.9 63.6 53.2 2.6 3.9 0.0 2.6

女性15-19歳 59 72.9 72.9 64.4 18.6 0.0 0.0 0.0 0.0 15.3

女性20-29歳 114 80.7 68.4 67.5 35.1 19.3 0.0 0.0 0.0 8.8

女性30-39歳 142 86.6 78.2 78.2 52.8 26.1 0.0 0.0 0.0 2.1

女性40-49歳 174 87.9 83.3 80.5 54.0 31.6 3.4 2.3 0.0 5.2

女性50-59歳 157 91.1 82.8 79.0 52.2 22.3 1.3 0.6 1.3 4.5

女性60-69歳 171 90.1 80.7 75.4 41.5 19.3 1.8 1.8 1.2 4.1
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 
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て
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も
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は
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も
な

い

TOTAL 1625 87.3 77.4 74.7 52.3 34.2 2.6 2.2 0.4 5.2

家に自動車が1台以上ある 1301 95.5 79.6 76.8 54.8 36.0 1.8 2.5 0.5 2.4

家に自動車は無い 324 54.6 68.5 66.4 42.3 27.2 5.9 1.2 0.3 16.4
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(5) 今後の利用意向（種類別） 

Q8 将来的には、どのような自動車を利用したいと思いますか。 

 
TOTAL では、「自家用車」が 77.7%と最も高く、次いで「バス」が 31.0%、「タクシー」

が 23.2%となっている。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

自
家
用
車

バ
ス

タ
ク
シ
ー

レ
ン
タ
カ
ー

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

勤
務
先
の
車

カ
ー

リ
ー

ス

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

上
記
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
1
つ
も
な

い

TOTAL 1625 77.7 31.0 23.2 13.6 10.9 6.0 4.5 0.3 7.1

男性15-19歳 62 77.4 29.0 12.9 3.2 8.1 3.2 3.2 0.0 11.3

男性20-29歳 122 81.1 26.2 17.2 18.0 11.5 6.6 2.5 0.0 11.5

男性30-39歳 141 78.0 32.6 27.7 21.3 17.7 11.3 5.7 0.7 11.3

男性40-49歳 178 86.0 34.3 24.2 19.1 10.7 12.4 3.9 0.0 3.4

男性50-59歳 151 82.1 27.8 27.8 17.9 14.6 13.9 6.6 0.0 2.0

男性60-69歳 154 76.0 26.0 17.5 14.3 10.4 3.9 5.2 1.9 3.2

女性15-19歳 59 81.4 37.3 23.7 11.9 5.1 6.8 3.4 0.0 6.8

女性20-29歳 114 76.3 26.3 18.4 14.0 9.6 3.5 2.6 0.0 13.2

女性30-39歳 142 83.1 30.3 19.7 10.6 9.9 4.9 2.1 0.0 2.1

女性40-49歳 174 77.0 26.4 17.8 10.3 12.1 1.1 5.2 0.6 9.8

女性50-59歳 157 75.8 37.6 28.7 11.5 8.9 2.5 7.0 0.0 5.7

女性60-69歳 171 62.0 37.4 33.9 5.8 7.6 1.2 4.1 0.0 9.4

77.7

31.0
23.2

13.6 10.9
6.0 4.5

0.3
7.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
 
  

n=

自
家
用
車

バ
ス

タ
ク
シ
ー

レ
ン
タ
カ
ー

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

勤
務
先
の
車

カ
ー

リ
ー

ス

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

上
記
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
1
つ
も
な

い

TOTAL 1625 77.7 31.0 23.2 13.6 10.9 6.0 4.5 0.3 7.1

家に自動車が1台以上ある 1301 86.3 29.4 22.1 13.3 9.7 6.8 4.8 0.2 3.2

家に自動車は無い 324 43.2 37.0 27.5 14.8 15.7 3.1 3.1 0.6 22.5

77.7

31.0
23.2

13.6 10.9
6.0 4.5

0.3
7.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q7 自動車の種類別利用状況（表側）別クロス】 

  

n=

自
家
用
車

レ
ン
タ
カ
ー

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

カ
ー

リ
ー

ス

タ
ク
シ
ー

バ
ス

勤
務
先
の
車

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

上
記
に
あ
て
は
ま
る
も
の
は
1
つ
も
な

い

TOTAL 1625 77.7 13.6 10.9 4.5 23.2 31.0 6.0 0.3 7.1

自家用車 1419 83.7 14.4 11.6 5.0 23.7 31.1 6.6 0.4 3.5

レンタカー 850 82.4 21.9 15.4 5.8 28.6 36.5 8.4 0.4 2.6

カーシェアリング 42 73.8 26.2 54.8 11.9 21.4 35.7 9.5 0.0 0.0

カーリース 36 86.1 16.7 25.0 25.0 27.8 27.8 16.7 0.0 0.0

タクシー 1214 80.1 16.2 11.8 5.4 29.7 37.5 7.3 0.4 3.9

バス 1258 79.7 16.0 12.1 5.2 28.7 37.4 7.2 0.4 3.9

勤務先の車 556 84.2 18.0 14.0 7.0 25.9 33.3 15.3 0.7 2.5

その他　具体的に： 7 71.4 0.0 14.3 0.0 0.0 28.6 14.3 0.0 0.0

上記にあてはまるものは1つ
もない

84 27.4 2.4 2.4 1.2 4.8 9.5 1.2 0.0 58.3

77.7

13.6 10.9
4.5

23.2
31.0

6.0
0.3

7.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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(6) 自動車リサイクルの認知 

Q9 あなたは、使用済自動車（廃車）が、リサイクルされていることを知っていますか。 

 
TOTAL では、「よく知っている」が 15.3%、「よく知らないが聞いたことはある」が 41.0%、

「知らない」が 43.6%である。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

 
  

n=

TOTAL 1,625

男性15-19歳 62

男性20-29歳 122

男性30-39歳 141

男性40-49歳 178

男性50-59歳 151

男性60-69歳 154

女性15-19歳 59

女性20-29歳 114

女性30-39歳 142

女性40-49歳 174

女性50-59歳 157

女性60-69歳 171

15.3 

12.9 

16.4 

21.3 

22.5 

31.8 

36.4 

5.1 

3.5 

9.2 

5.2 

6.4 

4.7 

41.0 

30.6 

39.3 

36.9 

46.1 

44.4 

42.9 

30.5 

35.1 

35.9 

43.7 

45.2 

45.0 

43.6 

56.5 

44.3 

41.8 

31.5 

23.8 

20.8 

64.4 

61.4 

54.9 

51.1 

48.4 

50.3 

よく知っている よく知らないが聞いたことはある 知らない

(%)
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
 

【Q7 自動車の種類別利用状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

TOTAL 1,625

家に自動車が1台以上ある 1,301

家に自動車は無い 324

15.3 

17.1 

8.0 

41.0 

43.5 

31.2 

43.6 

39.4 

60.8 

よく知っている よく知らないが聞いたことはある 知らない

(%)

n=

TOTAL 1,625

自家用車 1,419

レンタカー 850

カーシェアリング 42

カーリース 36

タクシー 1,214

バス 1,258

勤務先の車 556

その他　具体的に： 7

上記にあてはまるものは1つ
もない

84

15.3 

16.5 

20.2 

21.4 

44.4 

16.0 

15.7 

23.4 

42.9 

6.0 

41.0 

43.2 

43.3 

42.9 

47.2 

43.9 

43.5 

48.4 

14.3 

22.6 

43.6 

40.3 

36.5 

35.7 

8.3 

40.1 

40.9 

28.2 

42.9 

71.4 

よく知っている よく知らないが聞いたことはある 知らない

(%)

96



 

 
【Q8 今後の利用意向（種類別）（表側）別クロス】 

 
 

【Q5 車社会と環境意識（表頭）×Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
  

n=

TOTAL 1,625

自家用車 1,263

レンタカー 221

カーシェアリング 177

カーリース 73

タクシー 377

バス 503

勤務先の車 98

その他　具体的に： 5

上記にあてはまるものは1つ
もない

115

15.3 

16.9 

16.3 

14.7 

17.8 

13.8 

13.9 

19.4 

40.0 

2.6 

41.0 

43.5 

52.0 

48.6 

60.3 

50.1 

46.5 

52.0 

60.0 

20.0 

43.6 

39.5 

31.7 

36.7 

21.9 

36.1 

39.6 

28.6 

0.0 

77.4 

よく知っている よく知らないが聞いたことはある 知らない

(%)

n=

燃
費
の
良
い
自
動
車
の
開
発
を
す
す
め

る 次
世
代
自
動
車

（
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
自
動

車

、
電
気
自
動
車
等

）
の
開
発
を
す
す

め
る

二
酸
化
炭
素

（
C
O
2

）
の
排
出
を
減

ら
す

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

（
急
発
進

、
急
ブ
レ
ー

キ
を
し
な
い
な
ど

）
を
推
進
す
る

排
出
ガ
ス

（
窒
素
酸
化
物

（
N
O
x

）

や
粒
子
状
物
質

（
P
M

）
等

）
の
規
制

を
強
化
す
る

エ
ア
コ
ン
用
フ
ロ
ン
は

、
よ
り
地
球
温

暖
化
へ
の
影
響
の
少
な
い
代
替
フ
ロ
ン

や
ノ
ン
フ
ロ
ン
へ
の
転
換
を
す
す
め
る

な
る
べ
く
自
動
車
に
乗
ら
な
い

使
用
済
自
動
車

（
廃
車

）
の
不
法
投
棄

を
な
く
す

自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
る

自
動
車
の
素
材
の
軽
量
化
・
減
容
化
を

は
か
る

パ
ー

ク
＆
ラ
イ
ド

（
※
1

）
を
利
用
す

る モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト

（
※
2

）
を
推
進
す

る 自
動
車
を
所
有
せ
ず
レ
ン
タ
カ
ー

等

カ
ー

サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

相
乗
り
を
推
進
す
る

TOTAL 1625 46.2 44.5 43.4 35.5 21.5 20.1 19.8 14.2 13.7 9.9 8.8 8.7 6.3 5.8

よく知っている 249 46.2 47.0 35.3 36.5 15.3 24.1 16.5 20.1 18.9 18.1 12.9 10.4 6.0 6.0

よく知らないが聞いたことは
ある

667 50.8 48.4 44.7 39.3 24.4 21.1 18.7 14.1 13.0 9.9 9.9 10.9 6.0 7.2

知らない 709 41.9 39.9 45.0 31.6 21.0 17.6 21.9 12.3 12.6 7.1 6.3 6.1 6.8 4.5

46.2 44.5 43.4
35.5

21.5 20.1 19.8
14.2 13.7

9.9 8.8 8.7 6.3 5.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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(7) 自動車リサイクルの工程に関する認知 

Q10 あなたは、使用済自動車（廃車）が、どのようにリサイクルされていると思いますか。 
※ 問 9で「知らない」と回答された方は、イメージでお答えください。 
※1 リユース部品：取り外した部品に補修等は行わず、目視等による点検や洗浄等によって商品化され

た再利用部品 

※2 リビルト部品：取り外した部品を分解し、摩耗・劣化した構成部品を新品と交換、再組立てを行い

商品化された再生部品 

※3 シュレッダーダスト：使用済自動車から有用な部品や鉄などの金属資源などを回収した後に残る樹

脂やゴムなどのクズ 
 
TOTAL では、「鉄・銅などの有価物は形を変えて再生利用する」が 59.2%と最も高く、

次いで「取り出した部品を修理して再利用する（リビルト部品）」が 54.4%、「取り出した

部品をそのまま再利用する（リユース部品）」が 42.2%となっている。 
 

【性年代】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

鉄
・
銅
な
ど
の
有
価
物
は
形
を
変

え
て
再
生
利
用
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
修
理
し
て
再

利
用
す
る

（
リ
ビ
ル
ト
部
品
　
※

2

）

取
り
出
し
た
部
品
を
そ
の
ま
ま
再

利
用
す
る

（
リ
ユ
ー

ス
部
品
　
※

1

）

フ
ロ
ン
類
を
適
切
に
回
収
し

、
破

壊
処
理
す
る

エ
ア
バ

ッ
グ
類
を
安
全
に
処
理
す

る シ

ュ
レ

ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト

（
※
3

）

は
原
材
料
に
戻
し
再
資
源
化
し
た

り
燃
や
し
て
熱
回
収
し
た
り
し

て

、
残
り
は
埋
め
立
て
る

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 59.2 54.4 42.2 32.2 27.0 25.7 0.8

男性15-19歳 62 45.2 46.8 40.3 22.6 25.8 22.6 0.0

男性20-29歳 122 48.4 47.5 48.4 19.7 23.8 18.0 0.8

男性30-39歳 141 63.8 53.9 56.7 38.3 29.8 27.7 1.4

男性40-49歳 178 59.6 59.0 44.4 39.9 32.0 28.1 0.6

男性50-59歳 151 72.2 57.6 47.0 43.7 38.4 39.7 0.0

男性60-69歳 154 69.5 59.1 46.1 50.6 31.2 46.1 0.6

女性15-19歳 59 49.2 67.8 33.9 28.8 22.0 15.3 1.7

女性20-29歳 114 55.3 48.2 35.1 12.3 17.5 19.3 0.0

女性30-39歳 142 50.0 53.5 37.3 21.1 25.4 14.8 0.7

女性40-49歳 174 55.7 55.2 40.2 24.7 27.6 22.4 1.7

女性50-59歳 157 63.1 54.8 38.2 33.8 22.9 19.7 1.9

女性60-69歳 171 60.8 49.7 33.9 35.1 21.1 22.8 0.0

59.2
54.4

42.2

32.2
27.0 25.7

0.8
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)

n=

鉄
・
銅
な
ど
の
有
価
物
は
形
を
変
え
て

再
生
利
用
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
修
理
し
て
再
利
用

す
る

（
リ
ビ
ル
ト
部
品
　
※
2

）

フ
ロ
ン
類
を
適
切
に
回
収
し

、
破
壊
処

理
す
る

シ

ュ
レ

ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト

（
※
3

）
は
原

材
料
に
戻
し
再
資
源
化
し
た
り
燃
や
し

て
熱
回
収
し
た
り
し
て

、
残
り
は
埋
め

立
て
る

エ
ア
バ

ッ
グ
類
を
安
全
に
処
理
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
そ
の
ま
ま
再
利
用

す
る

（
リ
ユ
ー

ス
部
品
　
※
1

）

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 157 75.2 59.2 55.4 54.1 36.9 36.3 1.3

98



 

 
 
 

【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

鉄
・
銅
な
ど
の
有
価
物
は
形
を
変

え
て
再
生
利
用
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
修
理
し
て
再

利
用
す
る

（
リ
ビ
ル
ト
部
品
　
※

2

）

取
り
出
し
た
部
品
を
そ
の
ま
ま
再

利
用
す
る

（
リ
ユ
ー

ス
部
品
　
※

1

）

フ
ロ
ン
類
を
適
切
に
回
収
し

、
破

壊
処
理
す
る

エ
ア
バ

ッ
グ
類
を
安
全
に
処
理
す

る シ

ュ
レ

ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト

（
※
3

）

は
原
材
料
に
戻
し
再
資
源
化
し
た

り
燃
や
し
て
熱
回
収
し
た
り
し

て

、
残
り
は
埋
め
立
て
る

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 59.2 54.4 42.2 32.2 27.0 25.7 0.8

家に自動車が1台以上ある 1301 61.0 55.2 43.7 34.4 27.4 26.4 0.8

家に自動車は無い 324 51.9 51.2 36.1 23.5 25.3 22.5 0.9

59.2
54.4

42.2

32.2
27.0 25.7

0.8
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
  

n=

鉄
・
銅
な
ど
の
有
価
物
は
形
を
変

え
て
再
生
利
用
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
修
理
し
て
再

利
用
す
る

（
リ
ビ
ル
ト
部
品
　
※

2

）

取
り
出
し
た
部
品
を
そ
の
ま
ま
再

利
用
す
る

（
リ
ユ
ー

ス
部
品
　
※

1

）

フ
ロ
ン
類
を
適
切
に
回
収
し

、
破

壊
処
理
す
る

エ
ア
バ

ッ
グ
類
を
安
全
に
処
理
す

る シ

ュ
レ

ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト

（
※
3

）

は
原
材
料
に
戻
し
再
資
源
化
し
た

り
燃
や
し
て
熱
回
収
し
た
り
し

て

、
残
り
は
埋
め
立
て
る

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 59.2 54.4 42.2 32.2 27.0 25.7 0.8

よく知っている 249 72.7 65.5 64.3 58.6 53.0 50.2 0.8

よく知らないが聞いたことは
ある

667 67.2 60.0 43.2 34.6 26.7 26.1 0.6

知らない 709 47.0 45.3 33.6 20.7 18.2 16.6 1.0

59.2
54.4

42.2

32.2
27.0 25.7

0.8
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)

100



 

(8) 自動車リサイクル料金の負担者 

Q11 自動車のリサイクルを行うため、自動車リサイクル法ではリサイクル料金を負担する

ことが決められています。あなたは、自動車リサイクル料金を、誰が負担していると思い

ますか。 

※ 問 9で「知らない」と回答された方は、イメージでお答えください。 
 
TOTAL では、「自動車の購入者」が 88.2%、「保有者（法人等）（レンタカーやカーシェ

アリング）」が 16.4%、「借り手（レンタカーやカーシェアリング）」が 8.2%である。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

自
動
車
の
購
入
者

保
有
者

（
法
人
等

）
（
レ
ン
タ
カ
ー

や

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

）

借
り
手

（
レ
ン
タ
カ
ー

や
カ
ー

シ

ェ
ア

リ
ン
グ

）

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 88.2 16.4 8.2 0.7

男性15-19歳 62 79.0 19.4 12.9 1.6

男性20-29歳 122 83.6 17.2 7.4 0.0

男性30-39歳 141 90.8 14.9 9.9 0.0

男性40-49歳 178 97.2 10.1 6.2 0.0

男性50-59歳 151 94.7 14.6 6.0 1.3

男性60-69歳 154 94.8 14.9 5.2 0.6

女性15-19歳 59 71.2 22.0 16.9 0.0

女性20-29歳 114 64.9 35.1 15.8 0.9

女性30-39歳 142 84.5 18.3 6.3 0.0

女性40-49歳 174 91.4 14.9 9.2 1.7

女性50-59歳 157 91.1 12.1 9.6 1.3

女性60-69歳 171 90.1 15.2 4.1 0.6

88.2

16.4
8.2

0.7
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)

101



 

 
 
 

【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

自
動
車
の
購
入
者

保
有
者

（
法
人
等

）
（
レ
ン
タ
カ
ー

や

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

）

借
り
手

（
レ
ン
タ
カ
ー

や
カ
ー

シ

ェ
ア

リ
ン
グ

）

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 88.2 16.4 8.2 0.7

家に自動車が1台以上ある 1301 90.7 14.7 7.1 0.6

家に自動車は無い 324 78.1 23.5 12.7 0.9

88.2

16.4
8.2

0.7
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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(9) 自動車リサイクル料金の使用用途 

Q12 自動車リサイクル法では、リサイクル料金を所有者が負担することと決められていま

す。あなたは、そのリサイクル料金が、何に使われていると思いますか。 
※ 問 9で「知らない」と回答された方は、イメージでお答えください。 
※1 リユース部品：取り外した部品に補修等は行わず、目視等による点検や洗浄等によって商品化され

た再利用部品 

※2 リビルト部品：取り外した部品を分解し、摩耗・劣化した構成部品を新品と交換、再組立てを行い

商品化された再生部品 

※3 シュレッダーダスト：使用済自動車から有用な部品や鉄などの金属資源などを回収した後に残る樹

脂やゴムなどのクズ 
 
TOTAL では、「鉄・銅などの有価物は形を変えて再生利用する」が 50.2%と最も高く、

次いで「取り出した部品を修理して再利用する」が 43.6%、「フロン類を適切に回収し、破

壊処理する」が 38.3%となっている。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

鉄
・
銅
な
ど
の
有
価
物
は
形
を
変

え
て
再
生
利
用
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
修
理
し
て
再

利
用
す
る

（
リ
ビ
ル
ト
部
品
　
※

2

）

フ
ロ
ン
類
を
適
切
に
回
収
し

、
破

壊
処
理
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
そ
の
ま
ま
再

利
用
す
る

（
リ
ユ
ー

ス
部
品
　
※

1

）

シ

ュ
レ

ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト

（
※
3

）

は
原
材
料
に
戻
し
再
資
源
化
し
た

り
燃
や
し
て
熱
回
収
し
た
り
し

て

、
残
り
は
埋
め
立
て
る

エ
ア
バ

ッ
グ
類
を
安
全
に
処
理
す

る そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 50.2 43.6 38.3 37.7 33.3 29.5 1.0

男性15-19歳 62 37.1 45.2 27.4 50.0 24.2 14.5 1.6

男性20-29歳 122 45.9 41.0 27.0 41.8 23.0 24.6 1.6

男性30-39歳 141 46.1 41.1 39.7 44.0 32.6 32.6 2.8

男性40-49歳 178 46.6 40.4 47.2 39.9 39.9 35.4 1.1

男性50-59歳 151 56.3 45.0 53.6 39.7 41.1 37.7 0.0

男性60-69歳 154 61.7 37.7 46.1 30.5 46.8 31.8 0.6

女性15-19歳 59 45.8 54.2 32.2 42.4 28.8 28.8 0.0

女性20-29歳 114 43.0 37.7 22.8 35.1 23.7 19.3 0.0

女性30-39歳 142 48.6 52.8 25.4 40.1 26.8 28.9 0.0

女性40-49歳 174 54.0 53.4 35.1 36.2 35.6 29.9 0.6

女性50-59歳 157 58.0 45.9 45.2 35.7 28.0 29.3 0.6

女性60-69歳 171 45.6 35.1 39.8 28.7 34.5 27.5 2.3

50.2
43.6

38.3 37.7
33.3

29.5

1.0
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)

n=

フ
ロ
ン
類
を
適
切
に
回
収
し

、
破
壊
処

理
す
る

シ

ュ
レ

ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト

（
※
3

）
は
原

材
料
に
戻
し
再
資
源
化
し
た
り
燃
や
し

て
熱
回
収
し
た
り
し
て

、
残
り
は
埋
め

立
て
る

鉄
・
銅
な
ど
の
有
価
物
は
形
を
変
え
て

再
生
利
用
す
る

エ
ア
バ

ッ
グ
類
を
安
全
に
処
理
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
修
理
し
て
再
利
用

す
る

（
リ
ビ
ル
ト
部
品
　
※
2

）

取
り
出
し
た
部
品
を
そ
の
ま
ま
再
利
用

す
る

（
リ
ユ
ー

ス
部
品
　
※
1

）

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 157 63.7 59.9 58.0 43.3 35.7 19.1 2.5
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

鉄
・
銅
な
ど
の
有
価
物
は
形
を
変

え
て
再
生
利
用
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
修
理
し
て
再

利
用
す
る

（
リ
ビ
ル
ト
部
品
　
※

2

）

フ
ロ
ン
類
を
適
切
に
回
収
し

、
破

壊
処
理
す
る

取
り
出
し
た
部
品
を
そ
の
ま
ま
再

利
用
す
る

（
リ
ユ
ー

ス
部
品
　
※

1

）

シ

ュ
レ

ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト

（
※
3

）

は
原
材
料
に
戻
し
再
資
源
化
し
た

り
燃
や
し
て
熱
回
収
し
た
り
し

て

、
残
り
は
埋
め
立
て
る

エ
ア
バ

ッ
グ
類
を
安
全
に
処
理
す

る そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 50.2 43.6 38.3 37.7 33.3 29.5 1.0

家に自動車が1台以上ある 1301 50.7 44.2 39.6 38.8 33.8 29.9 0.8

家に自動車は無い 324 47.8 41.4 33.3 33.0 31.2 27.8 1.5
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【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 
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(10) 自動車リサイクル料金が社会に及ぼす役割 

Q13 あなたは、自動車リサイクル料金を支払うことは、どれくらい社会に役立っていると

思いますか。 

 
自動車リサイクル料金を支払うことは社会に役立っていると思うかでは、いずれの項目

でも「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合が高い。一方、「そう思わない」「ど

ちらかといえばそう思わない」の回答が多いのは、「車の不法投棄の防止に役立つ」で約 3
割（31.9%）となっている。 

 

 
 

【参考】NACS会員調査 

 
 
  

n=

資源の有効利用に役立つ 1,625

廃棄物の削減に役立つ 1,625

埋立処分場の延命に役立つ 1,625

車の不法投棄の防止に役立
つ

1,625

水質汚濁などの公害防止に
役立つ

1,625

オゾン層破壊防止に役立つ 1,625

23.4 

20.4 

13.8 

15.9 

14.0 

15.9 

64.6 

61.6 

60.1 

52.2 

61.0 

62.3 

8.7 

13.4 

20.9 

21.4 

19.0 

17.2 

3.3 

4.6 

5.2 

10.5 

6.0 

4.6 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

(%)
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「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計でみると、TOTAL では、「資源の有効利用に

役立つ」が 88.0%と最も高く、次いで「廃棄物の削減に役立つ」が 82.0%、「オゾン層破壊防止に

役立つ」が 78.2%となっている。 
 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
  

n=

資
源
の
有
効
利
用
に
役
立
つ

廃
棄
物
の
削
減
に
役
立
つ

オ
ゾ
ン
層
破
壊
防
止
に
役
立
つ

水
質
汚
濁
な
ど
の
公
害
防
止
に
役
立
つ

埋
立
処
分
場
の
延
命
に
役
立
つ

車
の
不
法
投
棄
の
防
止
に
役
立
つ

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

TOTAL 1625 88.0 82.0 78.2 75.0 73.8 68.1 7.2

男性15-19歳 62 80.6 69.4 72.6 69.4 62.9 58.1 16.1

男性20-29歳 122 87.7 78.7 68.0 67.2 68.9 66.4 8.2

男性30-39歳 141 85.1 82.3 72.3 68.1 62.4 65.2 8.5

男性40-49歳 178 83.1 74.2 72.5 68.0 60.7 52.8 12.4

男性50-59歳 151 90.1 88.1 82.1 82.1 82.1 71.5 7.3

男性60-69歳 154 92.2 89.6 84.4 80.5 80.5 76.6 2.6

女性15-19歳 59 84.7 78.0 79.7 79.7 81.4 76.3 5.1

女性20-29歳 114 85.1 80.7 69.3 73.7 67.5 68.4 6.1

女性30-39歳 142 86.6 78.9 76.1 71.8 72.5 70.4 9.2

女性40-49歳 174 87.9 83.3 82.8 74.7 79.9 67.8 8.0

女性50-59歳 157 91.7 85.4 84.1 79.0 82.2 66.2 3.8

女性60-69歳 171 93.6 85.4 86.5 83.0 80.1 77.8 2.9
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

資
源
の
有
効
利
用
に
役
立
つ

廃
棄
物
の
削
減
に
役
立
つ

オ
ゾ
ン
層
破
壊
防
止
に
役
立
つ

水
質
汚
濁
な
ど
の
公
害
防
止
に
役
立
つ

埋
立
処
分
場
の
延
命
に
役
立
つ

車
の
不
法
投
棄
の
防
止
に
役
立
つ

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

TOTAL 1625 88.0 82.0 78.2 75.0 73.8 68.1 7.2

家に自動車が1台以上ある 1301 88.4 81.6 78.6 74.4 73.4 67.5 7.3

家に自動車は無い 324 86.4 83.6 76.9 77.5 75.6 70.7 6.8
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【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
  

n=

資
源
の
有
効
利
用
に
役
立
つ

廃
棄
物
の
削
減
に
役
立
つ

オ
ゾ
ン
層
破
壊
防
止
に
役
立
つ

水
質
汚
濁
な
ど
の
公
害
防
止
に
役
立
つ

埋
立
処
分
場
の
延
命
に
役
立
つ

車
の
不
法
投
棄
の
防
止
に
役
立
つ

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

TOTAL 1625 88.0 82.0 78.2 75.0 73.8 68.1 7.2

よく知っている 249 88.0 79.9 78.7 75.1 71.9 67.9 7.2

よく知らないが聞いたことは
ある

667 92.4 86.5 82.3 77.7 78.3 70.2 4.2

知らない 709 83.9 78.6 74.2 72.5 70.4 66.3 10.0

88.0
82.0

78.2 75.0 73.8
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7.2
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90.0
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(11) 自動車リサイクル部品選択の認知度 

Q14 あなたは、自動車修理の際、リユース部品やリビルト部品を選べる事を知っています

か。 
※ リユース部品：取り外した部品に補修等は行わず、目視等による点検や洗浄等によって商品化された

再利用部品 

※ リビルト部品：取り外した部品を分解し、摩耗・劣化した構成部品を新品と交換、再組立てを行い商

品化された再生部品 
 
TOTAL では、「知っている」が 18.5%、「知らない」が 81.5%である。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

 
 

  

n=

TOTAL 1,625

男性15-19歳 62

男性20-29歳 122

男性30-39歳 141

男性40-49歳 178

男性50-59歳 151

男性60-69歳 154

女性15-19歳 59

女性20-29歳 114

女性30-39歳 142

女性40-49歳 174

女性50-59歳 157

女性60-69歳 171

18.5 

19.4 

16.4 

26.2 

24.2 

35.8 

36.4 

3.4 

5.3 

7.7 

9.8 

12.7 

12.9 

81.5 

80.6 

83.6 

73.8 

75.8 

64.2 

63.6 

96.6 

94.7 

92.3 

90.2 

87.3 

87.1 

知っている 知らない

(%)

n=

TOTAL 157 23.6 76.4 

(%)
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
 

【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
 

【Q13 自動車リサイクル料金が社会に及ぼす役割（表側）別クロス】 

 
 

  

n=

TOTAL 1,625

家に自動車が1台以上ある 1,301

家に自動車は無い 324

18.5 

20.7 

9.6 

81.5 

79.3 

90.4 

知っている 知らない

(%)

n=

TOTAL 1,625

よく知っている 249

よく知らないが聞いたことは
ある

667

知らない 709

18.5 

62.2 

17.5 

3.9 

81.5 

37.8 

82.5 

96.1 

知っている 知らない

(%)

n=

TOTAL 1,625

資源の有効利用に役立つ 1,430

廃棄物の削減に役立つ 1,333

埋立処分場の延命に役立つ 1,200

車の不法投棄の防止に役立
つ

1,107

水質汚濁などの公害防止に
役立つ

1,219

オゾン層破壊防止に役立つ 1,271

あてはまるものはない 117

18.5 

18.6 

18.4 

18.1 

18.2 

18.3 

19.6 

16.2 

81.5 

81.4 

81.6 

81.9 

81.8 

81.7 

80.4 

83.8 

知っている 知らない

(%)
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(12) 自動車リサイクル部品利用のイメージ 

Q15 自動車修理時にリユース部品やリビルト部品を利用することについて、あなたのお考

えをお聞かせください。 
※ 問 14で「知らない」と回答された方も、お考えをお聞かせください。 

※ リユース部品：取り外した部品に補修等は行わず、目視等による点検や洗浄等によって商品化された

再利用部品 

※ リビルト部品：取り外した部品を分解し、摩耗・劣化した構成部品を新品と交換、再組立てを行い商

品化された再生部品 
 
TOTAL では、「資源の有効利用につながる」が 41.5%と最も高く、次いで「廃棄物の量

を減らすことができる」が 37.5%、「修理費用（部品代等）が安くなる」が 33.0%となって

いる。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

資
源
の
有
効
利
用
に
つ
な
が
る

廃
棄
物
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

修
理
費
用

（
部
品
代
等

）
が
安
く
な
る

安
全
性
の
不
安
が
残
る

品
質
に
不
安
が
残
る

部
品
の
保
証
面
で
不
安
が
残
る

古
さ
や
汚
れ

、
キ
ズ
が
あ
る

溶
か
し
て
素
材
に
戻
す
よ
り

、
部
品
と

し
て
そ
の
ま
ま
使

っ
た
方
が
環
境
負
荷

が
少
な
い

手
間
や
時
間
が
か
か
る

引
き
取
り
価
格
の
査
定
が
安
く
な
る

任
意
保
険
の
保
険
料
が
安
く
な
る

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

特
に
考
え
た
こ
と
が
な
い

TOTAL 1625 41.5 37.5 33.0 31.6 30.2 26.2 16.9 16.7 12.9 11.6 5.5 0.1 16.5

男性15-19歳 62 27.4 29.0 24.2 32.3 25.8 19.4 29.0 17.7 16.1 19.4 8.1 0.0 19.4

男性20-29歳 122 28.7 22.1 20.5 23.8 19.7 18.9 20.5 13.1 6.6 9.8 3.3 0.0 30.3

男性30-39歳 141 42.6 35.5 41.8 27.7 29.1 24.8 21.3 19.9 13.5 14.2 8.5 0.7 17.7

男性40-49歳 178 37.1 34.8 38.2 29.2 34.8 30.9 19.1 15.2 16.3 6.7 3.9 0.0 12.9

男性50-59歳 151 51.0 39.1 44.4 29.8 33.1 29.8 17.2 19.9 10.6 11.3 7.9 0.7 7.3

男性60-69歳 154 52.6 48.1 44.2 26.6 26.0 26.6 9.7 24.0 12.3 7.8 2.6 0.0 8.4

女性15-19歳 59 25.4 32.2 20.3 28.8 25.4 10.2 13.6 11.9 15.3 16.9 0.0 0.0 25.4

女性20-29歳 114 33.3 27.2 22.8 22.8 21.9 15.8 20.2 15.8 16.7 16.7 3.5 0.0 25.4

女性30-39歳 142 35.2 38.7 27.5 35.2 31.7 27.5 23.2 14.8 14.1 20.4 7.7 0.0 21.1

女性40-49歳 174 46.0 42.5 31.6 46.6 38.5 31.6 19.5 10.9 14.9 10.3 5.2 0.0 13.2

女性50-59歳 157 48.4 42.7 33.1 40.1 39.5 32.5 10.2 17.8 11.5 9.6 7.6 0.0 11.5

女性60-69歳 171 46.8 42.7 29.2 29.8 25.1 26.9 7.6 17.0 9.9 7.6 5.3 0.0 18.7

41.5
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100.0(%)
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
 
  

n=

資
源
の
有
効
利
用
に
つ
な
が
る

廃
棄
物
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

修
理
費
用

（
部
品
代
等

）
が
安
く
な
る

安
全
性
の
不
安
が
残
る

品
質
に
不
安
が
残
る

部
品
の
保
証
面
で
不
安
が
残
る

古
さ
や
汚
れ

、
キ
ズ
が
あ
る

溶
か
し
て
素
材
に
戻
す
よ
り

、
部
品
と

し
て
そ
の
ま
ま
使

っ
た
方
が
環
境
負
荷

が
少
な
い

手
間
や
時
間
が
か
か
る

引
き
取
り
価
格
の
査
定
が
安
く
な
る

任
意
保
険
の
保
険
料
が
安
く
な
る

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

特
に
考
え
た
こ
と
が
な
い

TOTAL 1625 41.5 37.5 33.0 31.6 30.2 26.2 16.9 16.7 12.9 11.6 5.5 0.1 16.5

家に自動車が1台以上ある 1301 42.7 38.4 34.7 32.1 31.1 27.2 17.0 17.1 13.6 12.0 5.6 0.1 14.8

家に自動車は無い 324 36.7 34.0 26.2 29.6 26.2 22.2 16.7 15.1 10.2 10.2 4.9 0.3 23.5

41.5
37.5

33.0 31.6 30.2
26.2

16.9 16.7
12.9 11.6

5.5
0.1

16.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
  

n=

資
源
の
有
効
利
用
に
つ
な
が
る

廃
棄
物
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

修
理
費
用

（
部
品
代
等

）
が
安
く
な
る

安
全
性
の
不
安
が
残
る

品
質
に
不
安
が
残
る

部
品
の
保
証
面
で
不
安
が
残
る

古
さ
や
汚
れ

、
キ
ズ
が
あ
る

溶
か
し
て
素
材
に
戻
す
よ
り

、
部
品
と

し
て
そ
の
ま
ま
使

っ
た
方
が
環
境
負
荷

が
少
な
い

手
間
や
時
間
が
か
か
る

引
き
取
り
価
格
の
査
定
が
安
く
な
る

任
意
保
険
の
保
険
料
が
安
く
な
る

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

特
に
考
え
た
こ
と
が
な
い

TOTAL 1625 41.5 37.5 33.0 31.6 30.2 26.2 16.9 16.7 12.9 11.6 5.5 0.1 16.5

よく知っている 249 50.6 47.4 53.0 24.9 26.5 27.7 16.1 28.1 14.1 12.9 7.2 0.0 5.2

よく知らないが聞いたことは
ある

667 47.4 39.9 37.6 35.7 34.5 29.5 19.3 18.4 13.3 13.9 5.1 0.3 12.6

知らない 709 32.9 31.7 21.6 30.2 27.4 22.6 15.0 11.0 12.1 9.0 5.2 0.0 24.1

41.5
37.5

33.0 31.6 30.2
26.2

16.9 16.7
12.9 11.6

5.5
0.1

16.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q14 自動車リサイクル部品選択の認知度（表側）別クロス】 

 
  

n=

資
源
の
有
効
利
用
に
つ
な
が
る

廃
棄
物
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

修
理
費
用

（
部
品
代
等

）
が
安
く
な
る

安
全
性
の
不
安
が
残
る

品
質
に
不
安
が
残
る

部
品
の
保
証
面
で
不
安
が
残
る

古
さ
や
汚
れ

、
キ
ズ
が
あ
る

溶
か
し
て
素
材
に
戻
す
よ
り

、
部
品
と

し
て
そ
の
ま
ま
使

っ
た
方
が
環
境
負
荷

が
少
な
い

手
間
や
時
間
が
か
か
る

引
き
取
り
価
格
の
査
定
が
安
く
な
る

任
意
保
険
の
保
険
料
が
安
く
な
る

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

特
に
考
え
た
こ
と
が
な
い

TOTAL 1625 41.5 37.5 33.0 31.6 30.2 26.2 16.9 16.7 12.9 11.6 5.5 0.1 16.5

知っている 300 54.3 46.0 61.3 23.0 26.7 26.0 15.7 27.0 10.3 9.0 6.3 0.3 3.0

知らない 1325 38.6 35.5 26.6 33.6 30.9 26.3 17.2 14.3 13.5 12.2 5.3 0.1 19.5

41.5
37.5

33.0 31.6 30.2
26.2

16.9 16.7
12.9 11.6

5.5
0.1

16.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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(13) 自動車リサイクル部品の利用意向 

Q16 あなたは、自動車修理時にリユース部品やリビルト部品を使用した自動車を、利用し

たいとお考えですか。 
※ 現時点で利用したことがない場合でも、今後の利用を想定してお答えください。 

※ リユース部品：取り外した部品に補修等は行わず、目視等による点検や洗浄等によって商品化された

再利用部品 

※ リビルト部品：取り外した部品を分解し、摩耗・劣化した構成部品を新品と交換、再組立てを行い商

品化された再生部品 

 
リユース部品やリビルト部品を使用した自動車を「利用したい」「どちらかといえば利用

したくない」の回答は、「自家用車」「レンタカー」が約半数なのに対し、「カーシェアリン

グ」「カーリース」ではやや低く、「タクシー」「バス」ではやや高い。 
 

 
 

【参考】NACS会員調査 

 
 
 

  

n=

自家用車 1,625

レンタカー 1,625

カーシェアリング 1,625

カーリース 1,625

タクシー 1,625

バス 1,625

8.5 

7.6 

7.0 

6.5 

8.9 

11.9 

41.8 

42.7 

38.2 

37.4 

43.4 

45.5 

40.3 

39.4 

40.2 

42.0 

39.1 

34.6 

9.4 

10.3 

14.6 

14.1 

8.6 

7.9 

利用したい どちらかといえば利用したい

どちらかといえば利用したくない 利用したくない

(%)
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「利用したい」「どちらかといえば利用したい」の合計でみると、TOTAL では、「バス」

が 57.5%と最も高く、次いで「タクシー」が 52.3%、「自家用車」「レンタカー」が 50.3%
となっている。 

 
【性年代（表側）別クロス】 

 
  

n=

バ
ス

タ
ク
シ
ー

自
家
用
車

レ
ン
タ
カ
ー

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

カ
ー

リ
ー

ス

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

TOTAL 1625 57.5 52.3 50.3 50.3 45.2 43.9 28.1

男性15-19歳 62 69.4 54.8 61.3 54.8 53.2 50.0 16.1

男性20-29歳 122 51.6 48.4 50.8 51.6 45.9 44.3 28.7

男性30-39歳 141 63.8 63.1 54.6 63.8 56.0 55.3 21.3

男性40-49歳 178 63.5 59.0 54.5 52.2 48.9 47.8 24.7

男性50-59歳 151 62.9 57.6 59.6 57.0 51.7 50.3 24.5

男性60-69歳 154 72.1 61.7 57.1 58.4 50.6 51.3 16.9

女性15-19歳 59 69.5 64.4 50.8 57.6 52.5 45.8 18.6

女性20-29歳 114 53.5 50.9 46.5 49.1 42.1 41.2 29.8

女性30-39歳 142 50.0 47.2 43.0 45.8 39.4 38.7 32.4

女性40-49歳 174 47.1 42.5 43.1 44.3 40.2 39.7 40.2

女性50-59歳 157 48.4 44.6 43.9 40.1 35.7 31.8 34.4

女性60-69歳 171 51.5 43.3 45.0 38.6 36.3 36.3 35.1

57.5
52.3 50.3 50.3

45.2 43.9

28.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

バ
ス

タ
ク
シ
ー

自
家
用
車

レ
ン
タ
カ
ー

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

カ
ー

リ
ー

ス

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

TOTAL 1625 57.5 52.3 50.3 50.3 45.2 43.9 28.1

家に自動車が1台以上ある 1301 56.6 52.3 51.0 50.3 45.2 43.6 27.9

家に自動車は無い 324 61.1 52.5 47.5 50.0 45.1 45.1 29.0

57.5
52.3 50.3 50.3

45.2 43.9

28.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
  

n=

バ
ス

タ
ク
シ
ー

自
家
用
車

レ
ン
タ
カ
ー

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

カ
ー

リ
ー

ス

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

TOTAL 1625 57.5 52.3 50.3 50.3 45.2 43.9 28.1

よく知っている 249 71.1 66.3 67.9 60.6 56.2 55.4 15.3

よく知らないが聞いたことは
ある

667 58.0 53.1 50.7 52.2 47.8 47.4 26.1

知らない 709 52.2 46.7 43.7 44.9 38.8 36.5 34.6

57.5
52.3 50.3 50.3

45.2 43.9

28.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q14 自動車リサイクル部品選択の認知度（表側）別クロス】 

 
  

n=

バ
ス

タ
ク
シ
ー

自
家
用
車

レ
ン
タ
カ
ー

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

カ
ー

リ
ー

ス

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

TOTAL 1625 57.5 52.3 50.3 50.3 45.2 43.9 28.1

知っている 300 66.7 61.0 71.0 58.0 54.0 52.3 14.7

知らない 1325 55.4 50.3 45.6 48.5 43.2 42.0 31.2

57.5
52.3 50.3 50.3

45.2 43.9

28.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q15 自動車リサイクル部品利用のメリット・デメリット（表側）別クロス】 

 
  

n=

バ
ス

タ
ク
シ
ー

自
家
用
車

レ
ン
タ
カ
ー

カ
ー

シ

ェ
ア
リ
ン
グ

カ
ー

リ
ー

ス

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

TOTAL 1625 57.5 52.3 50.3 50.3 45.2 43.9 28.1

修理費用（部品代等）が安くなる 536 63.2 59.3 60.4 56.5 52.6 51.5 20.0

資源の有効利用につながる 675 65.6 60.3 58.1 58.8 54.8 54.2 19.9

溶かして素材に戻すより、部品として
そのまま使った方が環境負荷が少ない

271 72.7 68.3 65.7 64.9 60.5 59.4 14.8

廃棄物の量を減らすことができる 609 63.7 57.8 55.0 55.7 50.9 49.9 23.2

任意保険の保険料が安くなる 89 70.8 61.8 71.9 64.0 60.7 57.3 16.9

安全性の不安が残る 514 47.3 44.7 32.3 39.5 36.6 34.8 38.5

引き取り価格の査定が安くなる 189 64.6 56.6 50.3 56.1 52.4 47.6 22.8

手間や時間がかかる 210 61.9 57.6 49.0 53.3 52.9 49.5 24.3

品質に不安が残る 490 49.0 45.3 32.0 39.2 36.9 34.7 38.6

部品の保証面で不安が残る 426 46.7 44.1 35.9 42.5 38.5 37.1 37.6

古さや汚れ、キズがある 275 55.3 52.4 41.1 49.8 45.1 42.2 28.7

その他　具体的に： 2 100.0 100.0 50.0 100.0 100.0 100.0 0.0

特に考えたことがない 268 54.5 45.5 46.3 42.9 34.7 35.1 35.1

57.5
52.3 50.3 50.3

45.2 43.9

28.1
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40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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(14) 自動車リサイクル部品を利用したくない理由 

問 16 で、リユース部品やリビルト部品を使用した自動車を、「利用したくない」と回答された方にお聞

きします。 

Q17 その理由は何ですか。 

 
得られた自由回答をアフターコーディングにより分類したところ、リユース部品やリビ

ルト部品を使用した自動車を利用したくない理由として、以下のような回答があった。 
 

自家用車 レンタカー 

カーシェアリング 

カーリース 

タクシー・バス 

 

  
 

※ １つの自由回答を１つの項目に分類（単一回答データ） 
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(15) 自動車リサイクル推進のために今後の期待 

Q18 あなたは、自動車の資源を有効に利用するために、何をしたらいいと思いますか。 
※1 リユース部品：取り外した部品に補修等は行わず、目視等による点検や洗浄等によって商品化され

た再利用部品 

※2 リビルト部品：取り外した部品を分解し、摩耗・劣化した構成部品を新品と交換、再組立てを行い

商品化された再生部品 

※3 「使用済自動車処理状況検索」：http://www.jars.gr.jp/gus/exju0010.html 

 
TOTAL では、「長寿命設計された自動車を選ぶ」が 41.6%と最も高く、次いで「廃車時、

部品選別や粉砕処理を適切に行う業者に引き取ってもらう」が 35.3%、「自動車リサイクル

に積極的に取り組んでいる企業の車を選ぶ」が 31.3%となっている。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

長
寿
命
設
計
さ
れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
時

、
部
品
選
別
や
粉
砕
処
理
を
適

切
に
行
う
業
者
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
の
車
を
選
ぶ

分
解
・
分
別
処
理
の
容
易
な
設
計
が
さ

れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
後

、
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
る
か

、

自
動
車
1
台
1
台
に
つ
い
て
公
開
さ
れ

て
い
る
デ
ー

タ
を
確
認
す
る

（
※
3

）

素
材
が
軽
量
化
・
減
容
化
さ
れ
た
自
動

車
を
選
ぶ

修
理
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※
1

）
・

リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を
使
い
た
い

と
申
し
出
る

中
古
車
購
入
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※

1

）
・
リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を

使

っ
て
い
る
か
を
確
認
し

、
選
ぶ

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 41.6 35.3 31.3 21.7 21.0 19.6 17.8 16.7 2.1

男性15-19歳 62 33.9 22.6 27.4 14.5 14.5 21.0 19.4 22.6 1.6

男性20-29歳 122 41.0 26.2 22.1 20.5 14.8 18.9 18.0 12.3 1.6

男性30-39歳 141 40.4 34.8 34.0 21.3 17.7 23.4 24.1 26.2 0.7

男性40-49歳 178 47.8 29.8 28.1 25.8 21.3 26.4 21.9 16.3 2.8

男性50-59歳 151 38.4 39.1 36.4 31.8 22.5 20.5 23.2 17.2 2.6

男性60-69歳 154 37.0 35.7 38.3 35.1 27.3 22.7 19.5 13.6 1.9

女性15-19歳 59 32.2 30.5 32.2 16.9 16.9 18.6 15.3 11.9 0.0

女性20-29歳 114 39.5 33.3 29.8 10.5 14.0 17.5 17.5 13.2 0.0

女性30-39歳 142 47.9 39.4 30.3 16.9 17.6 18.3 14.8 14.8 0.7

女性40-49歳 174 46.0 38.5 29.3 17.8 22.4 16.7 15.5 22.4 4.0

女性50-59歳 157 40.8 42.0 32.5 19.7 26.8 14.0 14.0 19.1 1.9

女性60-69歳 171 42.1 38.6 32.2 18.7 25.1 16.4 11.1 10.5 4.1

41.6
35.3

31.3

21.7 21.0 19.6 17.8 16.7

2.1
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30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)

n=

廃
車
時

、
部
品
選
別
や
粉
砕
処
理
を
適

切
に
行
う
業
者
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
の
車
を
選
ぶ

長
寿
命
設
計
さ
れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

分
解
・
分
別
処
理
の
容
易
な
設
計
が
さ

れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
後

、
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
る
か

、

自
動
車
1
台
1
台
に
つ
い
て
公
開
さ
れ

て
い
る
デ
ー

タ
を
確
認
す
る

（
※
3

）

修
理
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※
1

）
・

リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を
使
い
た
い

と
申
し
出
る

素
材
が
軽
量
化
・
減
容
化
さ
れ
た
自
動

車
を
選
ぶ

中
古
車
購
入
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※

1

）
・
リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を

使

っ
て
い
る
か
を
確
認
し

、
選
ぶ

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 157 56.1 52.2 49.0 41.4 31.2 21.7 17.8 17.8 3.8
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

長
寿
命
設
計
さ
れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
時

、
部
品
選
別
や
粉
砕
処
理
を
適

切
に
行
う
業
者
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
の
車
を
選
ぶ

分
解
・
分
別
処
理
の
容
易
な
設
計
が
さ

れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
後

、
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
る
か

、

自
動
車
1
台
1
台
に
つ
い
て
公
開
さ
れ

て
い
る
デ
ー

タ
を
確
認
す
る

（
※
3

）

素
材
が
軽
量
化
・
減
容
化
さ
れ
た
自
動

車
を
選
ぶ

修
理
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※
1

）
・

リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を
使
い
た
い

と
申
し
出
る

中
古
車
購
入
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※

1

）
・
リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を

使

っ
て
い
る
か
を
確
認
し

、
選
ぶ

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 41.6 35.3 31.3 21.7 21.0 19.6 17.8 16.7 2.1

家に自動車が1台以上ある 1301 42.9 36.1 30.8 21.6 20.7 19.4 17.1 15.8 2.2

家に自動車は無い 324 36.4 31.8 33.3 21.9 22.2 20.1 21.0 20.4 1.9

41.6
35.3

31.3

21.7 21.0 19.6 17.8 16.7

2.1
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
  

n=

長
寿
命
設
計
さ
れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
時

、
部
品
選
別
や
粉
砕
処
理
を
適

切
に
行
う
業
者
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
の
車
を
選
ぶ

分
解
・
分
別
処
理
の
容
易
な
設
計
が
さ

れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
後

、
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
る
か

、

自
動
車
1
台
1
台
に
つ
い
て
公
開
さ
れ

て
い
る
デ
ー

タ
を
確
認
す
る

（
※
3

）

素
材
が
軽
量
化
・
減
容
化
さ
れ
た
自
動

車
を
選
ぶ

修
理
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※
1

）
・

リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を
使
い
た
い

と
申
し
出
る

中
古
車
購
入
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※

1

）
・
リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を

使

っ
て
い
る
か
を
確
認
し

、
選
ぶ

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 41.6 35.3 31.3 21.7 21.0 19.6 17.8 16.7 2.1

よく知っている 249 41.8 45.0 34.1 30.1 26.5 23.7 26.9 20.5 2.8

よく知らないが聞いたことは
ある

667 44.5 37.9 33.4 23.5 22.6 21.3 19.2 18.3 1.6

知らない 709 38.8 29.3 28.3 16.9 17.5 16.5 13.4 14.0 2.3

41.6
35.3

31.3

21.7 21.0 19.6 17.8 16.7

2.1
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q14 自動車リサイクル部品選択の認知度（表側）別クロス】 

 
  

n=

長
寿
命
設
計
さ
れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
時

、
部
品
選
別
や
粉
砕
処
理
を
適

切
に
行
う
業
者
に
引
き
取

っ
て
も
ら
う

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
の
車
を
選
ぶ

分
解
・
分
別
処
理
の
容
易
な
設
計
が
さ

れ
た
自
動
車
を
選
ぶ

廃
車
後

、
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
る
か

、

自
動
車
1
台
1
台
に
つ
い
て
公
開
さ
れ

て
い
る
デ
ー

タ
を
確
認
す
る

（
※
3

）

素
材
が
軽
量
化
・
減
容
化
さ
れ
た
自
動

車
を
選
ぶ

修
理
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※
1

）
・

リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を
使
い
た
い

と
申
し
出
る

中
古
車
購
入
時

、
リ
ユ
ー

ス
部
品

（
※

1

）
・
リ
ビ
ル
ト
部
品

（
※
2

）
を

使

っ
て
い
る
か
を
確
認
し

、
選
ぶ

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 41.6 35.3 31.3 21.7 21.0 19.6 17.8 16.7 2.1

知っている 300 40.7 39.7 32.3 25.7 24.3 21.0 32.7 22.3 3.0

知らない 1325 41.8 34.3 31.1 20.8 20.2 19.2 14.5 15.5 1.9

41.6
35.3

31.3

21.7 21.0 19.6 17.8 16.7

2.1
0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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(16) 自動車リサイクル情報の入手先 

Q19 あなたは、自動車リサイクルに関する情報を、どこで知りましたか。 

 
TOTAL では、「テレビ」が 30.8%と最も高く、次いで「カーディーラー・自動車販売店」

が 27.8%、「インターネット」が 27.3%となっている。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

テ
レ
ビ

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

新
聞

自
動
車
修
理
工
場

書
籍
・
雑
誌

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

学
校

ラ
ジ
オ

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 916 30.8 27.8 27.3 17.7 11.6 11.6 5.8 3.9 3.3 3.2 1.7 1.5 4.8

男性15-19歳 27 22.2 7.4 37.0 11.1 0.0 3.7 0.0 33.3 3.7 0.0 0.0 0.0 7.4

男性20-29歳 68 25.0 19.1 32.4 7.4 7.4 11.8 10.3 17.6 0.0 5.9 7.4 4.4 0.0

男性30-39歳 82 29.3 26.8 35.4 18.3 17.1 20.7 11.0 1.2 11.0 6.1 2.4 0.0 0.0

男性40-49歳 122 30.3 29.5 29.5 18.9 12.3 16.4 4.9 3.3 1.6 4.1 0.0 1.6 2.5

男性50-59歳 115 27.8 36.5 36.5 29.6 18.3 18.3 7.8 0.9 3.5 0.9 2.6 2.6 2.6

男性60-69歳 122 27.9 27.0 32.0 30.3 17.2 13.1 3.3 0.0 3.3 1.6 2.5 2.5 4.1

女性15-19歳 21 66.7 0.0 38.1 0.0 0.0 0.0 0.0 23.8 0.0 4.8 0.0 0.0 4.8

女性20-29歳 44 25.0 22.7 20.5 6.8 9.1 0.0 6.8 6.8 0.0 9.1 2.3 0.0 9.1

女性30-39歳 64 31.3 37.5 15.6 4.7 7.8 3.1 4.7 1.6 3.1 1.6 3.1 0.0 12.5

女性40-49歳 85 40.0 32.9 21.2 12.9 4.7 5.9 3.5 0.0 2.4 2.4 0.0 0.0 5.9

女性50-59歳 81 30.9 24.7 18.5 18.5 6.2 7.4 6.2 0.0 2.5 3.7 0.0 2.5 9.9

女性60-69歳 85 32.9 29.4 14.1 15.3 14.1 11.8 4.7 0.0 4.7 1.2 0.0 1.2 5.9

30.8 27.8 27.3

17.7
11.6 11.6

5.8 3.9 3.3 3.2 1.7 1.5 4.8
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20.0
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60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
  

n=

テ
レ
ビ

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

新
聞

自
動
車
修
理
工
場

書
籍
・
雑
誌

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

学
校

ラ
ジ
オ

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 916 30.8 27.8 27.3 17.7 11.6 11.6 5.8 3.9 3.3 3.2 1.7 1.5 4.8

家に自動車が1台以上ある 789 30.4 30.7 26.4 18.4 12.5 11.5 6.0 3.8 3.3 3.4 1.8 1.0 3.8

家に自動車は無い 127 33.1 10.2 33.1 13.4 5.5 11.8 4.7 4.7 3.1 1.6 1.6 4.7 11.0

30.8 27.8 27.3

17.7
11.6 11.6

5.8 3.9 3.3 3.2 1.7 1.5 4.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0
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60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
 

【Q14 自動車リサイクル部品選択の認知度（表側）別クロス】 

 
  

n=

テ
レ
ビ

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

新
聞

自
動
車
修
理
工
場

書
籍
・
雑
誌

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

学
校

ラ
ジ
オ

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 916 30.8 27.8 27.3 17.7 11.6 11.6 5.8 3.9 3.3 3.2 1.7 1.5 4.8

よく知っている 249 22.9 32.5 29.3 20.5 18.9 17.7 7.6 6.4 3.2 3.6 3.2 3.6 6.0

よく知らないが聞いたことは
ある

667 33.7 26.1 26.5 16.6 8.8 9.3 5.1 3.0 3.3 3.0 1.2 0.7 4.3

30.8 27.8 27.3

17.7
11.6 11.6

5.8 3.9 3.3 3.2 1.7 1.5 4.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)

n=

テ
レ
ビ

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

新
聞

自
動
車
修
理
工
場

書
籍
・
雑
誌

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

学
校

ラ
ジ
オ

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 916 30.8 27.8 27.3 17.7 11.6 11.6 5.8 3.9 3.3 3.2 1.7 1.5 4.8

知っている 272 21.0 37.5 27.9 19.9 24.6 18.4 7.7 6.3 4.0 2.9 3.3 2.6 4.4

知らない 644 34.9 23.8 27.0 16.8 6.1 8.7 5.0 3.0 3.0 3.3 1.1 1.1 5.0

30.8 27.8 27.3

17.7
11.6 11.6

5.8 3.9 3.3 3.2 1.7 1.5 4.8
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80.0

90.0

100.0(%)
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(17) 自動車リサイクル情報の今後の提供先 

Q20 あなたは、自動車リサイクルに関する情報は、どこで提供されると良いと思いますか。 

 
TOTAL では、「カーディーラー・自動車販売店」が 46.8%と最も高く、次いで「インタ

ーネット」が 42.9%、「テレビ」が 41.2%となっている。 
 

【性年代（表側）別クロス】 

 
 

【参考】NACS会員調査 

  

n=

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

テ
レ
ビ

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

自
動
車
修
理
工
場

新
聞

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

書
籍
・
雑
誌

学
校

ラ
ジ
オ

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 46.8 42.9 41.2 33.7 29.5 28.9 16.7 15.9 15.8 15.6 11.6 7.1 1.9

男性15-19歳 62 30.6 40.3 30.6 19.4 17.7 22.6 14.5 12.9 12.9 30.6 12.9 9.7 3.2

男性20-29歳 122 34.4 39.3 32.8 25.4 20.5 16.4 13.1 10.7 14.8 24.6 7.4 10.7 1.6

男性30-39歳 141 43.3 51.8 34.8 34.0 36.2 29.1 19.1 22.7 24.1 13.5 17.0 7.8 0.7

男性40-49歳 178 46.6 51.7 37.1 34.3 33.1 28.7 12.9 13.5 19.7 16.9 16.3 7.9 2.2

男性50-59歳 151 53.0 43.7 45.7 31.1 28.5 31.8 10.6 14.6 16.6 13.2 12.6 6.0 2.0

男性60-69歳 154 50.6 44.2 52.6 29.2 24.7 42.9 12.3 13.0 12.3 11.7 13.6 3.9 1.9

女性15-19歳 59 30.5 39.0 39.0 33.9 27.1 15.3 10.2 13.6 22.0 23.7 8.5 13.6 0.0

女性20-29歳 114 43.9 35.1 23.7 37.7 30.7 20.2 14.0 12.3 13.2 16.7 7.9 7.0 0.9

女性30-39歳 142 54.2 37.3 38.0 45.1 34.5 21.1 25.4 17.6 15.5 11.3 7.7 6.3 0.7

女性40-49歳 174 56.9 46.0 51.1 39.1 32.8 26.4 19.5 18.4 15.5 18.4 13.2 9.8 2.3

女性50-59歳 157 49.7 42.0 51.6 35.7 32.5 38.2 17.8 17.2 13.4 13.4 12.7 5.1 2.5

女性60-69歳 171 44.4 36.8 41.5 30.4 26.3 35.7 24.0 19.3 11.7 9.4 5.8 4.1 3.5

46.8
42.9 41.2

33.7
29.5 28.9

16.7 15.9 15.8 15.6
11.6

7.1
1.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)

n=

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

テ
レ
ビ

新
聞

自
動
車
修
理
工
場

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

ラ
ジ
オ

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

学
校

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

書
籍
・
雑
誌

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 157 63.1 55.4 54.1 51.6 51.6 42.7 25.5 23.6 23.6 21.0 18.5 14.0 1.9
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【Q6 自動車の保有状況（表側）別クロス】 

 
 

【Q9 自動車リサイクルの認知（表側）別クロス】 

 
 
 
 

n=

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

テ
レ
ビ

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

自
動
車
修
理
工
場

新
聞

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

書
籍
・
雑
誌

学
校

ラ
ジ
オ

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 46.8 42.9 41.2 33.7 29.5 28.9 16.7 15.9 15.8 15.6 11.6 7.1 1.9

家に自動車が1台以上ある 1301 49.5 42.2 41.7 33.4 30.1 30.3 16.1 16.1 16.4 14.9 12.1 6.8 1.8

家に自動車は無い 324 36.1 45.7 38.9 34.6 27.5 23.1 19.1 14.8 13.6 18.5 9.6 8.6 2.2

46.8
42.9 41.2

33.7
29.5 28.9

16.7 15.9 15.8 15.6
11.6

7.1
1.9

0.0
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40.0

50.0
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70.0
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90.0

100.0(%)

n=

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

テ
レ
ビ

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

自
動
車
修
理
工
場

新
聞

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

書
籍
・
雑
誌

学
校

ラ
ジ
オ

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 46.8 42.9 41.2 33.7 29.5 28.9 16.7 15.9 15.8 15.6 11.6 7.1 1.9

よく知っている 249 55.0 45.8 43.4 32.5 32.5 32.9 18.9 18.9 21.7 14.5 14.5 8.4 2.0

よく知らないが聞いたことは
ある

667 49.6 45.4 48.1 38.2 31.2 32.8 18.1 16.3 17.4 16.9 14.8 6.4 1.5

知らない 709 41.3 39.5 33.9 29.8 26.9 23.7 14.5 14.4 12.3 14.8 7.5 7.3 2.3

46.8
42.9 41.2

33.7
29.5 28.9

16.7 15.9 15.8 15.6
11.6

7.1
1.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0(%)
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【Q14 自動車リサイクル部品選択の認知度（表側）別クロス】 

 
 
  

n=

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

テ
レ
ビ

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

自
動
車
修
理
工
場

新
聞

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

書
籍
・
雑
誌

学
校

ラ
ジ
オ

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 1625 46.8 42.9 41.2 33.7 29.5 28.9 16.7 15.9 15.8 15.6 11.6 7.1 1.9

知っている 300 52.7 40.3 39.3 33.3 36.7 28.0 17.3 14.3 21.0 16.0 15.3 8.3 2.3

知らない 1325 45.5 43.5 41.6 33.7 27.9 29.1 16.5 16.2 14.6 15.5 10.7 6.9 1.8
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【Q19 自動車リサイクル情報の入手先（表側）別クロス】 

 
  

n=

カ
ー

デ

ィ
ー

ラ
ー

・
自
動
車
販
売
店

テ
レ
ビ

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

自
動
車
教
習
所
・
運
転
免
許
更
新
セ
ン

タ
ー

新
聞

自
動
車
修
理
工
場

書
籍
・
雑
誌

環
境
イ
ベ
ン
ト
会
場

（
エ
コ
プ
ロ
展

等

）

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
小
冊
子

学
校

ラ
ジ
オ

セ
ミ
ナ
ー

・
講
座

そ
の
他
　
具
体
的
に
：

TOTAL 916 51.1 46.8 45.5 36.7 32.9 31.6 18.6 18.3 17.0 16.3 14.7 7.0 1.6

学校 36 36.1 38.9 36.1 44.4 27.8 33.3 25.0 27.8 25.0 69.4 19.4 19.4 0.0

セミナー・講座 16 25.0 31.3 31.3 18.8 12.5 18.8 18.8 18.8 6.3 25.0 6.3 31.3 0.0

自動車教習所・運転免許更
新センター

29 51.7 41.4 48.3 72.4 31.0 34.5 10.3 24.1 24.1 13.8 17.2 17.2 0.0

カーディーラー・自動車販売
店

255 78.0 39.2 40.8 40.4 28.2 40.8 16.1 22.0 16.5 12.9 15.7 7.1 1.6

自動車修理工場 106 62.3 35.8 36.8 37.7 19.8 65.1 17.9 21.7 17.0 15.1 11.3 5.7 3.8

環境イベント会場（エコプロ
展等）

14 21.4 64.3 57.1 21.4 28.6 21.4 14.3 42.9 14.3 14.3 7.1 21.4 7.1

テレビ 282 47.5 75.5 52.1 42.2 44.0 30.5 21.3 22.3 18.8 19.9 18.4 9.2 0.0

ラジオ 30 30.0 63.3 43.3 26.7 53.3 23.3 16.7 26.7 26.7 16.7 50.0 13.3 0.0

インターネット 250 49.2 49.6 76.8 40.8 40.8 28.4 23.6 19.2 21.6 16.0 19.6 7.6 0.4

新聞 162 49.4 55.6 51.9 40.7 66.0 31.5 25.9 21.6 21.0 18.5 22.8 9.9 0.0

パンフレット・小冊子 53 60.4 50.9 64.2 43.4 37.7 32.1 35.8 17.0 37.7 30.2 18.9 11.3 0.0

書籍・雑誌 106 46.2 49.1 52.8 34.0 34.0 22.6 60.4 26.4 26.4 16.0 19.8 11.3 1.9

その他　具体的に： 44 50.0 36.4 43.2 45.5 18.2 40.9 13.6 25.0 20.5 20.5 13.6 9.1 15.9
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【自動車リサイクル情報の入手先と今後の提供先比較（表側）別クロス】 
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